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住した。父マヌ｜
けついで育った。
『（，／◎ 社
会
学
を
わ
が
国
に
最
初
に
移
植
し
た
の
は
、
西
周
で
あ
っ
た
。
が
、
社
会
学
を
大
学
に
お
い
て
正
式
に
講
じ
た
の
は
、
お
雇
い
外
国
人
の
フ
ェ
ノ
ロ
サ
（
向
日
の
里
ま
さ
か
ず
司円目Ｑの８句のロ・］］・の囚》’八五一一一～一九○八、アメリカの教育家、日本美術研究家）と邦人では外山正一（一八四八～一九○○、明治期の教育家、
明治初期のわが国の社会学の創設に大きな貢献した先駆者のひとりは、フェノロサである。かれは講壇からわが国の若い学徒に斯学を教え、か
れらの好奇心を大いに覚醒させたのである。が、この講述者は、どのような生いたちの人であったのか、いま簡単にその経歴について語っておこ
アーネスト．Ｆ・フェノロサは、一八五三年（嘉永六年）’一月十八日アメリカ合衆国の大西洋岸ｌマサチューセッツ州北東部の港町セーレム
で生まれた。セーレムはまた文豪ナサニエル・ホーソンの生地でもあった。
フェノロサ家はスペインのヴァレンシアの出であり、アーネストの祖父の代にマラガ（スペイン南部の港町）に移り、そこから更に新大陸に移
（１） 
任した。父マヌエルはピアノ製作者であるかたわら、幸曰楽教師であり、母メアリーもピアノをひいた。アーネストはこの両親から音楽的才能を受
『門口ｐＱｍＯ○句のロ。］］○の型一弧
已
のち東大総長）であった。
本
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お
け
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先
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ロ
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と
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142（１ 
フェノロサを招くにあたって尽力したのは当時、大学で動物学や生物学を講義していた同郷の先輩エドワース．Ｓ・モース（’八三八～一九一一
三、アメリカの動物学者、一八七七年〔明治一○年〕から翌年まで在任）であった。フェノロサの招聰のいきさつは、つぎのようであったらしい。
ちょうど東京大学からハーヴァード大学のエリオット総長に宛てて、哲学の教師を一名よこして欲しい、と手紙を出したところ、立派な成績で卒
（６） 
をきわめていて、世相子と暗くしていた。
勉
強
を
し
た
。
大
学
を
好
成
績
で
卒
業
後
、
大
学
附
属
の
ユ
ニ
テ
リ
ア
ン
派
の
神
学
校
に
一
時
籍
を
お
（３） 
（４） 
いたが、ほどなく退学すると、ボストン博物館附属の美術学校で、グーフンドマン教授の指導のもと、デッサンや油絵の勉強をした。
明
治
十
一
年
（
一
八
七
八
）
八
月
九
日
〔
金
曜
日
〕
の
午
後
Ｉ
フ
ェ
ノ
ロ
サ
は
妻
リ
ッ
ジ
１
グ
ッ
ド
ヒ
ュ
Ｉ
ミ
レ
ー
（
二
十
四
歳
の
ち
に
離
婚
）
を
と
も
な
い
、
シ
テ
ィ
・
オ
ブ
・
ペ
キ
ン
「北京市」号（五○六九トン）を下船すると、横浜の埠頭におり立った。このときフェノロサは、一一十五歳の青年であった。
かれは開成学校と東京医学枝とが統合されて間もない、東京大学文学部へ鴫せられて来日したのである。
当時の文学部は、政治学・経済学・哲学・英文学・国文学・漢文学・歴史などを教える所であった。学生の専攻は大きく二分され、政治・経済．
（５） 
文学をまなぶ者と政治・経済の代りに、文学といっしょに哲学をまなぶ者とに分かれていた。
この年、西郷隆盛の武力反抗の動乱（西南戦争）がおわって一年余、世の中は平静にむかっていたが、戦中・戦後の生産不振、歳出超過などの
ために紙幣を濫発したせいで通貨が下落し、さらに物質不足、購売力の低下などによって、不況のどん底にあった。おまけにコレラがしょうけつ
ア
ー
ネ
ス
ト
は
地
元
の
ハ
ッ
カ
ー
・
グ
ラ
マ
ー
・
ス
ク
ー
ル
を
経
て
、
’
八
七
○
年
秋
、
ア
メ
リ
カ
最古の大学ハーヴァード大学（一六三六年創立）に進学した。かれが大学で学んだ科目
像については明らかでないが、ギリシャ・ラテンの古典語に加えて、哲学・経済学・政治
蛸学などを学んだとされる。が、近代語学のうちドイツ語やフランス語を十分に学んだか
サロ
ど
う
か
定
か
で
な
い
。
ノエ
（２） 
フ
在学中、かれの知的好奇心は哲学に注がれ、とくにハーバート・スペンサーに傾倒し、
ス
ペ
ン
サ
ー
・
ク
ラ
ブ
の
有
力
な
会
員
で
も
あ
っ
た
。
ま
た
へ
ｌ
ゲ
ル
の
哲
学
に
も
惹
か
れ
、
そ
れ
が
か
れ
の
思
想
的
源
泉
と
な
っ
た
。
ア
ー
ネ
ス
ト
は
、
当
時
の
選
択
科
目
制
の
な
か
で
、
自
由
に
専
門
の
(2)１４１ 
社会学伝来考 欄鑑鍵 鍵
（８） 
雇用期間は、明治十一年（’八七八）八月十日より同十三年（’八八○）八月九日までである。契約は一一年ごとに更新された。明治十九年（一
八八六）美術取調のため、岡倉天心とヨーロッパへ出張したとき東京大学を退任したし、明治一一十三年（’八九○）ボストン美術館の東洋美術部
主任となり帰国し、五年後の明治一一十八年（一八九五）再来日し、同三十一一一年（’九○○）まで東京高等師範学校で教えた。明治四十一年（一九
○
八
）
九
月
二
十
一
日
ロ
ン
ド
ン
で
亡
く
な
っ
た
。
閲
藍
些
・
顧
弘
域
フェノロサは日本に着いて翌日の八月十日、当時神田一シ橋（いまの「学士会館」があるあたり）
治学教授として契約をむすんだ。『東京大学法理文学部年報壷砺慌→奪い塵に「八月十日ヲ以テ具
（７） 
業したフェノロサを推せん１」て寄こして来たというのである。
； 」凸つス価テ政治学教授ノ任一フ嘱ス」（一一一○頁）とある。
雇
用
期
間
は
、
明
治
十
一
年
（
’
八
七
八
）
八
月
十
日
上
（９） 
● 
フェノロサの初任給は、宿舎つきで金貨一一一○○円（一一年後には一一一七○円）、初年俸は約四一一一七四ドルに相当した。当時、金貨一円は紙幣一一五
鱗lhi霞|蕊 臘翻へ千
壁=lii鬘11N翼瀞鑿
！ 
神田一ツ橋通りにあった東京大学法理文
三学部の敷地（上）と同校の正門（下）
『東京帝国大学50年史上冊」より。
や二二 一
ｉ
猛
徽
に
「
八
月
十
日
ヲ
以
テ
是
ヨ
リ
先
延
招
ス
ル
所
ノ
米
国
人
フ
ェ
ノ
ロ
サ
氏
来
航
に
あ
っ
た
東
京
大
学
の
本
部
に
お
い
て
、
文
学
部
政
140（３ 
である。
かる・
八
円
と
交
換
さ
れ
た
。
金
貨
三
○
○
円
は
、
そ
の
こ
ろ
い
か
に
高
額
で
あ
っ
た
か
、
つ
ぎ
に
揚
げ
る
諸
物
価
や
、
職
人
、
下
女
、
教
員
な
ど
の
給
金
と
く
ら
べ
る
と
よ
く
わ
明治十一年ごろ、月に十円もあれば、家族を養ったうえ、ゆとりのある暮らしができたことを考えると、フェノロサは大尽暮らしができたはず
（、）
尋常小学校の正教員の月給……：……………・……………………十円八四銭九厘
下男の月給の最高額……………：………………………………・…一一一円五一銭
下女の月給の最高額……：……………・…・………・………………・一一円一六銭
小麦一石…：………………………………………………………・…一一一円八九銭七厘
大豆一石………………：………：………………………・………・…五円一銭一○厘
塩十俵・・………………………………………………………・………四円一一一八銭六厘
醤油＋たる…………………………………：…………………・……八円一一一三銭一一一厘
鶏卵百……・…………・…………………………・……………………一円一一七銭四厘
大工の平均日給…………・……・……
…
…
…
…
…
…
………………・四五銭
植木職人の平均日給……・……………………………………・・……一一一○銭（、）
畳
職
人
の
平
均
日
給
：
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
・
…
…
五
五
銭
土方人足の平均日給………………………：………………・………一一四銭
玄
米
（
精
白
し
て
な
い
〃
く
る
ご
め
し
………・……………・…・………六円一一一八銭五厘
一石（約一四三キロ）
［明治三十年（一八九七）］
［明治十五年（一八八三］
［明治十一年二八七八）］当時の諸物価と職人の賃金。
(4)１３９ 
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住居（宿舎）についていえば、諄料御雇外国人」（小学館、昭和別・５）に、「本郷文部省用地内一番地」とある。もっとわかりやすくいえば、
（、）
旧前田家の屋敷内にあった第一番館（お雇い外国人のための西洋風建築）のことである。モースは五番館を住居とした。
フェノロサが東京大学で教鞭をとったのは、明治十一年二八七八）八月から同十九年（’八八六）に至る八ヵ年である。この間かれは大学の
教育方針の変更により、政治学のほか理財学、哲学、社会学などを担当した。たとえば、初年度の担当科目はつぎのようなものであった。
またフェノロサが就任した明治十一年度の文学部の学科編成、学科担当者、在籍学生らをわかりやすく記すと、左記のようになる。
第
二
年
級
第
一
年
級
［明治十一年（一八七八）度］（９．，～翌、・７．ｍ）
第一一年級………・………………………………・………………・……哲学史
第一一一年級…・………・………：…………・……・………………………政治学、理財学（経済学）
和
文
学
・
漢
文
学
イ
ギ
リ
ス
文
学
哲学（哲学史、心理学）
論理学・心理学（大意）
和文学・漢文学
フ
ラ
ン
ス
語
ま
た
は
ド
イ
ツ
語
イギリス語（論文）
文
学
部
の
学
科
編
成
［史学・哲学・政治学科］
和
文
学
・
漢
文
学
イ
ギ
リ
ス
文
学
欧
米
史
学
ま
た
は
哲
学
（同上）
［和漢文学科］
138（５） 
在
籍
学
生
一
覧
表
学
科
担
当
者
理財学
第
四
年
級
第
三
年
級
［科目］
［担当者氏名］
イギリス語・心理学（第一一期）………………………・……が…・外山正一
和文学：……………・…・…………：………………………………横山由漬、小中村清矩、黒川真頼
漢文学……・……：………………：……………・…………………信夫簗（恕軒）、’一一島毅
イギリス文学………………・…・…・…・・…………………………・三一三］田目］シ・国○后耳・ロ
哲学（哲学史）……・……………・…・……………………………向日①の斤可，可のロ・］一・の山
欧米史学（第一期）…：………………………・……………・…：固曼『口己『一一「・の】］の
（第一一期）…………………：………………・…………○富里①の］・●○・℃のＨ
〃〃
凸ロ町ソ
フランス語・…………………………・…………・…………・……：古賀護太郎
イ
ギ
リ
ス
文
学
・
欧
米
史
学
哲学政学
（
政
治
学
）
お
よ
び
列
国
交
際
法
和
文
学
・
漢
文
学
イ
ギ
リ
ス
文
学
哲学（道義学）
理財学（経済学）
欧
米
史
学
フランス語またはドイツ語
和
文
学
・
漢
文
学
（田）
欧
米
史
学
ま
た
は
哲
学
和
文
学
・
漢
文
学
イ
ギ
リ
ス
文
学
欧
米
史
学
ま
た
は
哲
学
(6)１３７ 
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（フェノロサの講義》
第一一年級の哲学（哲学史）において、デカルトからへ１ゲル、スペンサーに至る近代哲学史の大意をさずけた。その講義は主としてフランシ
ス・ボウェン司日ロロの国・言のロ（’八一一～九○、アメリカの哲学者、ハーバード大学教授）の『近代哲学』（ご◎暑き帛毒盲目萱、○ミロ田ミミ＄
ご砕香＆§冒量ミロミ帛旨コミミ苫》］雪「）によったものであった。学生に要点を講述したり、暗記または筆記のテストを課した。
ちなみに、坪内勇蔵（道遙、’八五九～’九三五）は、この授業をうけたのであるが、ヘーゲル哲学の成立をのべた部分の講述をノートに筆記
できなかったようで、つぎに示すように、到るところに穴や欠落、誤字などがみられる。
坪
内
勇
蔵
高
田
早
苗
真崎孝八ためゆ
き
天
野
為
之 けんき
ち
市島謙吉（旧）……………・・…………………………………・…明治から昭和期にかけての著述家。大隈重信のもとで立憲改進党の基礎をつくる。のち早
大図書館長。
高田早苗（肥）……………………………………………………明治から昭和期の教育者。のち文部大臣、早大総長。
福
井
彦
二
郎
［氏名および年齢］
［備考］
有賀長雄（蛆）……………………・………………・……………・明治から大正期にかけての国際法学者。社会学、哲学、国家学、法制史など広汎にわたっ
て活躍した。のち枢密院書記官。早大教授。
山
田
一
郎
（肥）……………・……………：………………………明治から大正期にかけての経済学者。東京専門学校（早大）の創立に参加。第二代学長を
つとめた。
［道遙］（、）…・………………………・………………・明治から大正期にかけての評論家、劇作者。東京専門学校講師。『早稲田文学」を創刊
（明治別）。
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HegelsetoutinthecriticismofSchellingandhispl･･…･entirelyabsolute、
ママ
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ママ ママママ ママ
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ママ
DualityofparticularExistence（rnind＆rnatter） 
ママ
Kantstartedoutwitll…… 
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ママ
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ママ
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社会学伝来考
い
ず
み
早稲田大学の演劇博物館に、学生時代のノートが四冊、貴重品として収蔵宍これている。それらは珍品中の珍品といえるもので、かって柳田泉
（’八九四～’九六九、大正・昭和期の近代文学研究家、早大教授）が、『若き坪内道遙ｌ明治文学研究１」（日本図書センター、昭和別・９）を上
梓するとき、｜半を参考にし、フェノロサの哲学講義を筆記した部分を一部引用している（同書、九四～九五頁）。
わたしは先頃許可をえて、四冊全部を実見し、スケッチを描き必要とおもわれる部分を筆記することができた。
そのうちの一冊は、皮製のカバーに覆われ、木の箱に入れられたノートである。木の箱は川、×、叫厚さ州、あり、箱の中央に「坪内先生の
Ｉとぶつく」とある。そしてノートを取り出すと、箱の中に「箱書き」（毛筆墨書）があって、それにはつぎのように記されている。
イクスピアを講じた英文学のＷ・Ａ・ホートンの「ハムレット」のテストにもしくじっている。
坪
内
遁
遙
の
英
文
ノ
ー
ト
。
liil 坪内博士は東京帝国大学の前身東京大学時代に、フェノロサの講義を三年間聴いた。明治十一一年の九月（本科一一年の新学年）から哲学史を、翌年から
は
政
治
学
、
理
財
学
を
学
び
、
此
理
財
学
の
試
験
に
落
第
し
た
の
で
、
本
科
三
年
を
再
修
し
て
又
理
財
学
の
講
義
を
聴
い
た
。
此ノートブックには、哲学史の筆記がある。フェノロサは旧師句田口Ｑの因○コ目の著「近代哲学」により、デカルトよりハルトマンに至る哲学を講じ
た
の
で
あ
っ
た
。
フ
ェ
ノ
ロ
サ
の
講
義
は
非
常
に
能
弁
だ
っ
た
の
で
、
十
分
ノ
ー
ト
出
来
な
か
っ
た
跡
が
見
え
る
。
法学博士山崎覚次郎氏は、明治十四年から三、四年坪内博士の監督下に勉学して居られたので、記念として此ノートを請ひ受け所蔵されていたが、昭
若き日（20代）の坪内道遙
い
ま
引
い
た
箱
書
き
に
よ
っ
て
、
昔
の
門
下
生
が
寄
贈
し
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
る
。
こ
の
箱
に入っているノートは表紙が無くなっている。大きさはｕ、×脳叩厚さⅣ、ある。
ノンブルは無いが一六○枚（一三○頁）あるから、かなり厚いノートである。エン
ピ
ッ
や
ペ
ン
を
用
い
て
書
い
て
あ
る
。
エ
ン
ピ
ッ
書
き
の
部
分
は
、
も
う
す
で
に
文
字
が
う
す
く
なっている。ところどころに役者や女性やどこの誰とも知れぬ人物の似顔が猫かれ
官下に勉学して居られたので、記念として此ノートを請ひ受け所蔵されていたが、
和
十
年
三
月
本
館
へ
寄
贈
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
134（９） 
や
講
義
内
容
な
ど
が
筆
録
さ
れ
て
い
る
。
先
に
引
い
た
へ
１
ゲ
ル
哲
学
の
命
授業も取っていたようで、Ｐ①、言【のｏｐｚの昌日一ｍ……］①岳シロ風］
Ｉ
 
ている。おそらく、授業中、たいくつした際にいたずら書きをしたものであろう。
最初のページを一、一一枚めくると、《二○月向のｏｚＨ出向三宍シＣ○壱ｍ向三四用向ご【Ｎ日田ロ国○ロロ閂］雪『》》と標題したものが現われるが、こ
れは有名なウィリアム．Ｅ・グリフィス（’八四一一一～’九一一八、宣教師、大学南校の教師）が著した「皇国』（二⑯宣爵自己）吋同§Ｃ言）屋『⑤）の註
哲学に関する記述が多くみられる緑色のやや横長の薄いノート（別叩×肥皿厚さⅢ叩）が三冊あり、その内の一冊ｌ請求番号は、囮山
に
、
ス
ペ
ン
サ
ー
に
関
す
る
記
述
が
み
ら
れ
る
。
こ
の
方
は
、
ヘ
ー
ゲ
ル
哲
学
の
と
き
と
は
異
な
り
、
き
ち
ん
と
筆
記
さ
れ
て
い
る
。
（ｚ・訂の）だけを抄録したものである。
その他、『トーキョー・タイムズ」（二⑯己忌ごヨミ田）や『ジャパン・ウイークリー・メイル』Ｃｇ§一寺の薯ミミ（）など、外字新聞の抄録
講
義
内
容
な
ど
が
筆
録
さ
れ
て
い
る
。
先
に
引
い
た
へ
１
ゲ
ル
哲
学
の
成
立
を
述
べ
た
部
分
は
、
六
八
九
頁
あ
た
り
に
エ
ン
ピ
ッ
で
書
か
れ
て
い
る
。
外
山
正
一
教
授
の
のＰ（ずの①ロ□○口、■（すの一口ぐのの盆、四斤の□．
日ロのロケ○ぐの⑩日（の曰の貝曰囚昌すの（『口の．団旦ｇｏのの一片ロ。〔ヨ］□｜『》四ずつぐの①ぐの『旨亘□ぬ》岳ロゴどのず四ぐのＯの【己冒のロロの岳四づどのの①（すのｍ○円の○口［の①一ぐのの（○ケの昌冨旨の□》
Ｉ
’
 
百四口】ｎ口の①）囚巳巨の芹白の員の①の日の【○ケ四ぐのロ○日の囚已ロ、ロロ］の⑩のョ「の己『のの口己ご○の①の○日の】ロの四一ｍ○日］。｛四口一口の斤日の昌岳四三の、。ごｍＢｐＥｍｏＲに口、○口のｇｏこの一己の○口、耳，
【の一四念○口の．
日ロの①の①のｐＯの。【］』【の四ｍの①のヨヨ庁の］・ミの⑩【｛・『目の》８口の』の（のヨ屡二の８日ごロ・口の＆］巨のヨ］の日・【曰〔の『昌一『の｝昌一・ｐｍＲｏの雪の『目一『の一日一・口のご’一・の・弓の８口の己昌
の【｛。『斤○開口ごｏＨｍ囚昌の日Ｓ囚Ｑ四つ【一片の①一｛〔。＆の①ロぐ】［○コ白の具・少］一Ｏｏｐｑｐｎ（（のｐｐｍの｛夢のＨＳｐＨｏＢ○斤のＳ三口ｑのＨｍｐｎ丘四Ｑ四口日】。Ｐ』・の」の、頂に。『庶院』・
のｏｏＱＯｏニロロＲｐＨｏ旦巨の①のロ］の四のロ『の〉すの、囚巨の①拝す『旨、の斤可の。『ぬ囚已の曰｛ヨ○ケ四国ロ○口三三一岳一汁ののロ『『○巨ロロヨ、ｍ・田口ＱＯｏｐｑｐＯ【ごＨｏＱｐｎのの己巴ご・
円げのｍ巨己『の日の目○日］のロローの〔○ケの］ご○ご岳の己『ｏｎのｍｍｏｍＱのぐの一○℃目の貝ョ亘ｎケＯ○口の一ｍ（のＢＣＲのロロロョ。『の己の『｛のＲ囚＆口の言］の二○ｍ【の］昌一○口の（○の〆（の『ロ四一
ｚの囚『一『四一一０。ごロロＯ豆の己ｍ１－】ぬ。。□俸己四同一昌ワ四口．
Ｃ国巨、】のＨロ
の己のロ、の【
国国勺【。｛・目○ぐ四目囚
と
あ
る
。
に旧ｍｐ恒吻、眉暉腸降院の○口、■〔．
10）１３３ 
社会学伝来考
【
（
蝋鋸琳艘繊副;
遁遙コレクション
噂
ｂｏ 
ｊＶ 
剛
…勢 蕊
式
万
４
ｍ
 
勺
Ｌ
Ｃ
聯
二●００△〃■■■■■＄。
o（ ０ 
12.5cｍ 1.7cｍ 
坪内道遙の哲学史のノート。引用者が早大演劇博物館で写生したもの。
［早稲田大学演劇博物館蔵］
坪内道遙の哲学史のノートにみられるいたずら書き。
引
用
者
が
早
大
演
劇
博
物
館
で
写
生
し
た
も
の
。
； 
132（11） 
館博演
蔵物劇
８ ７ ７ ２ 
ＮＯＴＥＳ 
ＯＮ 
ＴＨＥ 
ＭＩＫＡＤＯ，ＳＥＭＰＩＲＥ 
6)ノ
Y:ＺＴＳＵＢＯＵＣＨＩ 
ＴＯＫＩＯＤＡＩＧＡＫＵ 
1877 
て
ん
し
し
よ
う
え
い
さ
ん
ぜ
ん
か
よ
た
ほ
と
ん
有
賀
は
「
天
資
焦
穎
薪
然
（
生
れ
つ
き
の
才
能
は
ひ
と
き
わ
Ｉ
引
用
者
）
群
ヲ
抜
キ
解
釈
流
ル
ル
ガ
如
ク
且
シ
能
ク
苦
労
二
堪
へ
殆
卜
一
日
モ
欠
席
セ
シ
コ
トナシ」（明治十三年［’八八○］度の申報）とあるように、天性ゆたかな能力にめぐまれ、学業にすぐれ、刻苦勉励の鑑であったようだ。
当
時
、
和
文
学
と
漢
文
学
を
の
ぞ
く
と
、
教
場
で
用
い
ら
れ
る
こ
と
ば
は
、
原
則
と
し
て
す
べ
て
英
語
で
あ
っ
た
。
坪内は哲学などとても歯が立たないと考え、政治経済を専攻した。そのころウィリアム。Ａ・ホートンという外人教師が、チョーサーやミルト
（ｕ） 
ンやシェイクスピアを講じていた。が、その講義ぶりは迫力に乏しく、眠たい低い調子でポッリノー、とやるものであった。
フエノロサは話がうまく、よくしゃべったが、その説く所はひじように疎略（ぞんざい）であっ趣・坪内がフエノロサの能弁な講義を理解した
のは一一一分の一、ホートンの講義は、六、七割しかわからなかったらしい。
ともあれ坪内の同級生のなかで、いちばんの俊英はだれであったかといえば、有賀長雄（一八六○～一九二一）である。欧米史学を講じたＣ・
Ｊ・クーパーは、「申報」（大学総理宛の報告書）において、つぎのような報告をおこなっている。
問題は学生の英語力であるが、めいめい一定の力はあっても、かなり差があったことはへ昔もいまも変らない。
むずかしい内容をよく聴きとれぬ英語で聴き、難解な専門書をテキストまたは参考書として読み、英語の問には英語でもって答えねばならぬか
そ
の
た
な
い
が
い
じ
ん
と
すべ
（前略）漢学、国学は別であるが、其他の学科は教師の内外入たるを間はず、凡て英語の教科書で英語を使用－して教へたもので、
日本語禁制と言ってもよい状態であった（高田早苗『半峯昔ぱなし』十八章、一一一五～三六頁）。
ろ）（中略）
し
ゆ
う
み
つ
又高田氏（早苗）ハ注意周密（細かくゆきとどいていうＣ）
つ
お
お
い
ノ
課
業
二
就
キ
大
二
余
力
望
ム
所
二
過
キ
タ
リ
「
ブ
ヒ
ロ
ソ
プ
ヒ
ー
・
オ
ブ
・
ヒ
ス
ト
リ
ー
文
学
部
第
一
一
年
生
ハ
月
躍
木
躍
ノ
両
日
ニ
英
国
憲
法
史
ヲ
水
曜
日
二
史
論
学
「
フ
攻
習
セ
リ
そ
の
其学業ノ余。／シテ満足セシムルモノ多ク天野氏（為之）
な
か
ん
ず
く
も
つ
さ
い
就
中
有
賀
長
雄
氏
ヲ
以
テ
其
最
‐
ｒ
ス
（
い
ち
ば
ん
す
ぐ
れ
て
い
ノ、
ご
と
試
業
毎
二
群
。
／
抜
キ
其
平
生
な
い
あ
教場内に在っては、
12）１３１ 
社会学伝来考
第
三
年
級
の
「
政
治
学
」
「
理
財
学
」
の
講
義
に
お
い
て
、
口
授
を
も
っ
て
、
社
会
組
織
と
そ
の
活
動
に
つ
い
て
伝
え
、
テ
キ
ス
ト
ま
た
は
参
考
書
と
し
て
は
ス
ペ
ン
サ
ーの『社会原論』第一巻、バジェホット（三四一三団呂のず・戸三ｍ「「「）の『物理政理相関論』（專房冒倉三ｍ）言目》］⑭召）、モーガンの『古代社会
論』、ミルの「理財原論』（専言８行＆、）蓑三国言・毫崖室）、Ｈ・Ｃ・ケリ１の『理財原論』、Ｗ・Ｓ・ジェボンズの「貨幣論』（ミミ塁国員
ら
、
学
生
の
苦
労
は
察
し
て
あ
ま
り
あ
る
。
お
し
な
べ
て
、
ど
の
学
生
も
講
義
内
容
は
よ
く
わ
か
ら
な
か
っ
た
よ
う
だ
。
そ
こ
で
わ
か
っ
た
ふ
り
を
し
た
ら
し
い
。
昭和十一年（一九一一一六）春のことか、早稲田大学文学部の柳田泉、河竹繁俊、吉江喬松、本間久雄を含む十名ほどの教員は、高田早苗をかこん
で
、
揺
篭
期
の
明
治
文
学
に
つ
い
て
座
談
会
を
ひ
ら
い
た
。
そ
の
と
き
、
高
田
は
当
時
英
語
で
の
講
義
を
聴
い
て
わ
か
っ
た
の
は
有
賀
長
雄
だ
け
で
あ
っ
た
、
と
回
想
し
て
Iiiiiiiiliiiiiii いつつ。、長谷川（誠也）フェノロサもやはりその頃でし
た
か
。
も
と
も
と
高
田
さ
う
、
フ
ェ
ノ
ロ
サ
氏
は
哲
学
史
、
政
治
学
、
経
済
学
こ
れ
だ
け
を
や
っ
た
。
元
々
全
部
専
門
と
い
ふ
の
で
は
な
い
。
だ
か
ら
後
で
考
へ
る
と
幼
稚
な
も
の
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
で、おまけに英語で講義をやるのだからまるで解らぬ。解ったのは有賀ぐらいのものでしたな。吾々は大てい誤魔化して通した。（「高田早苗先生に聴
く」『早稲田文学』三巻一、一一号所収、昭和ｕ）
有賀長雄の肖像
(｢社会学雑誌」第１８号､大正14.10）より。
尋のミ、＆菖冴ミミ回試＆量、、』雪、）などを用いた。
［明治十一一年（’八七九）度］これまでの二学期制が、’一一学期制（第一学期９．Ⅱ
～ｎ．皿、第一一学期１．８～３・皿、第三学期４．８～７．ｍ）となる。
第一一年級…………：：……．：：…哲学史
第一一一年級：：：：：……：……：。…理財学政治学
第四年級・……：……：．…・……：理財学、政治学
（妬）
（フェノロサの講義》
第
二
年
級
の
「
哲
学
史
」
の
授
業
で
は
、
前
年
と
お
な
じ
よ
う
に
デ
カ
ル
ト
か
ら
近
代
哲
学
史
の
130（1３ 
大意をさずけた。テキストまたは参考書として、アルバ１ト・シュヴェーグラＩの『哲学史」（おそらく』四房どこ旦帛さ言のｇご》］のａであろ
う）、ジョージ・ヘンリ１・ルイス（の①。［ぬ①国①ご『ご㈲の言①の》］⑭］「～「函）の『列伝哲学史』（二の国（完昌菖言へ国冴ごミミニ（言＆ご》』⑭宝）を、第
三年級の「理財学」においては、ミルやＨ・Ｃ・ケリーの『理財原論』を用いて、理財の原則を学ばせ、「政治学」においては、「世態学」（社会学）
す
な
わ
ち
、
古
今
人
類
の
状
態
と
そ
の
進
歩
の
理
由
な
ど
に
つ
い
て
講
じ
、
の
ち
人
の
本
性
の
原
理
と
作
用
に
つ
い
て
教
授
し
た
。
テ
キ
ス
ト
ま
た
は
参
考
書
と
し
て
、
ス
ペンサーの『社会学の原理』（、ざ胃甘言＆ざ９ｓ巴［第一巻］』雪③）、『社会静学」（ごロミｍ宣言』悪Ｃ）、ヘンリー・モーガンの『古代社会』
第
四
年
級
の
「
理
財
学
」
で
は
、
理
財
学
の
実
際
に
か
か
わ
る
問
題
を
論
じ
、
テ
キ
ス
ト
ま
た
は
参
考
書
と
し
て
、
ジ
ョ
ン
・
エ
リ
オ
ッ
ト
・
ケ
ア
ン
ズ
の
「
理
財
学
』
（回ｇここ旨、）言、ミロごミミニ』函邑、フランシス・アマサ・ウォーカーの『貨幣論』（ミミ塁冒募忌ｓご園ご目言号ロミ冒己《のミ』②ご）、バ
ジェホットの『ロンバート街』（旧・言冒ａ艶馬具房呂）などを用いた。
（」胃（○三ざ昌曾］函乙）
第四年級の「理財学」
［明治十三年（’八八○）度］
第一一年級…・……………：………哲学史
鷲鐘。。■・１口。》な
ど
を
用
い
た
。
鵜
nrI。Ｉ】【.【】Ⅲ
ＬＨモーガンの『古代社会論」（1878年）の表紙。
'十>ZJIl,鍼・’ＬＯＭＢＡ フカ'
｣ｄＤＥＳＣＺＵＰＺｙＤ〃ＯＦｎﾖ石｣ﾘｨﾜ｣V五yjIf4JPH2E展
Ｉ ,iM rYnTIごＨＲＨＡｎＲＩｒ函
｡￣~■･ﾛ－－－．－－－－＝＿ 
;露ﾄﾂ辮口…
Ｉ鱸７－－－－－
ウォルター・バジェホット箸
｢ロンバード街』（1873年）の表紙。
［早稲田大学中央図書館蔵］
(14）１２９ 
社会学伝来考
を用いた。
第二年級の「哲学史」において、デカルトからへＩゲル、スペンサ１に至る近代哲学史の概略をさずけた。テキストまたは参考書として、シュ
ヴェーグラ１の『哲学史』、Ｇ・Ｈ・ルイスの『列伝哲学史』を用いた。
第三年級の「理財学」において、ミルの『理財学』をテキストに用い、該学の原則を考究させ、ついでケアンズの『理財学』を学ばせた。第一一一
年級の「政治学」において、はじめ「世態学」（社会学）をさずけ、つぎに政治学の原理を講義し、またそれに関するテキストを白読させた。テ
キストまたは参考書として、スペンサーの『社会学の原理」、バジェホットの『物理政理相関論』、モ１ガンの『古代社会』などを用いた。
第四年級の「理財学」において、通貨・銀行・商業・外国為替などの諸論について講じ、卒業する学生のために、租税法・外国貿易・銀行法・
貨幣論などを講じた。テキストまたは参考書として、マックレオッドの『銀行論』、ゴッシェンの『外国為替法』、ウォーカーの『貨幣論』その他
一侭
第四年級の「政治学」において、国家の性質、国民の権利にかかわる諸説について講じ、また自由の理、政府の効用などについて説いた。テキ
（フェノロサの講義》
第一一一年級…………：……：……：理財学、政治学
第
四
年
級
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
理
財
学
、
政
治
学
ＩＨＩｒ 
麟鑿露
】Ｔ２■ｒ
ウィリアム・ワーレス訳
『ヘーゲルの論理学ｊの表紙。
i蕊lillIiji議蝋癖鱸W蕊辮蕊 ＴＨＩ、RE恥ＨＨＮＤＬＯ(M;｢Ｍ評 HODWijJ■(】iillJT撚蕊JlJ鰯｛&Ｈｉｌｌ蝿MiHill3鴎剥､１３m『剛灘溌
露
擁
１２８（15） 
英訳したへＩゲルの『論理学」を講じた。
嵩
一
一
一
芋
及
Ｄ
「
里
吋
鴬
一
ま
、
、
Ｅ
し
｜
）
て
ミ
．
（フェノロサの講義》
（Ⅳ） 
第
一
年
級
の
「
論
理
学
」
に
つ
い
て
は
明
ら
か
で
な
い
。
テ
キ
ス
ト
ま
た
は
参
考
書
と
し
て
、
ゼ
ボ
ン
の
『
論
理
学
』
、
チ
ャ
ー
ル
ズ
６
キ
ャ
ロ
ル
・
エ
ヴ
ェ
レ
ッ
ト
（ｓ日一のの６日【・］向くの【三》］缶①～］①ｇ）の『思想の科学ｌ論理学体系』（この、汗忌胃のミニ日侃尋汗Ｌｍ房討ミミド（嘱局』函宅）を用いた。第一一年級
の「世態学」（社会学）において、総論を講述し、さらにその理論、実地哲学に対する諸関係を説いた。「哲学史」において、従来どおり古今の哲
学史の概略を講じ、デカルトからへＩゲル、スペンサーまでの近世哲学史を講述した。
世態学のテキストまたは参考書として、スペンサーの『社会学の原理』やモーガンの『古代社会」を用いた。「哲学史」の講義において、テキ
ストまたは参考書として、シュヴェーグラＩの『哲学史』、ハーバート時代の恩師ポーウェンの『近代哲学』を用いた。
第一一一年級の「哲学」において、ディヴィッド・ヒュ１ムの『人性論』（聾目〉ｓ》罵旦西宮ミミン百畳言》］『き）や英書を用いてカントの『純理論」
（〃純粋理性批判〃【Ｈ三丙□の『【の一口のごくの『目ロヰ』記］のことか）について講述し、第四年級の「哲学」において、カントの『純理論』やワーレスが
第三年級の「理財学」は、主としてミルの『理財原論』によって講義し、テキストまたは参考書として、マックレオッドの『銀行論』、ジェボ
ンズの『貨幣論」、ゴッシェンの「外国為替法」などを用いた。第四年級の「理財学」において、外国貿易論や財政論について講じ、テキストま
たは参考書として、ケアンズの『理財学』、バイルスの『自由貿易論」、バクステルの『国債論」などを用いた。
こ
の
年
の
六
月
、
大
政
官
令
第
五
一
号
に
よ
っ
て
、
従
来
の
「
法
理
文
学
部
」
に
「
医
学
部
」
を
加
え
四
学
部
と
な
り
、
「
東
京
大
学
」
が
誕
生
し
、
総
理
（
学
長
）
と
して加藤弘之が就任した。
ストまたは参考書として、ウー
［
明
治
十
四
年
二
八
人
ご
度
］
第一一一年級：…・……………………哲学、理財学
第四年級：：：：…：…………：…哲学、理財学
第一一年級……：：…・…………・…世態学（社会学）
第一年級：．………………………論理学
ウールゼイの『政治論』、ミルの『自由論』と『代議政体論』、リーベルの「自治論』などを用いた。
16）１２７ 
社会学伝来考
第
一
年
級
の
「
論
理
学
」
に
お
い
て
？
総
合
論
理
に
つ
い
て
講
じ
、
テ
キ
ス
ト
ま
た
は
参
考
書
と
し
て
、
ゼ
ボ
ン
の
『
論
理
学
」
、
エ
ヴ
ェ
レ
ッ
ト
の
「
思
想
の
科
学
Ｉ論理学体系』を用いた．第二年級の「哲学」において、世態学（社会学）の総論をふくむ講義をし、哲学史においては古今の哲学史の概略を
講じ、テキストまたは参考書として、スペンサーの「社会学の原理』、ボーウェンの『近代哲学』などを用いた。
第三年級の「哲学」において、近代の著名な哲学者（カント、ヘーゲル、スペンサー）の哲学をくわしく講じ、テキストまたは参考書として、
カントの『純理論』、ヘーゲルの『論理学』（ワーレスの英訳本）、スペンサーの『心理学（第二巻）』を用いた。
第
三
年
級
の
「
理
財
学
」
に
お
い
て
、
ミ
ル
の
理
財
学
を
復
習
さ
せ
た
の
ち
、
ケ
ア
ン
ズ
の
『
理
財
学
」
に
つ
い
て
講
じ
、
テ
キ
ス
ト
ま
た
は
参
考
書
と
し
て
、
ソ
ル
ン
トの『労力論』、マックレオッドの『銀行論』、セイドの『貨幣地金および外国為替法』、ゴッシェンの『外国為替法」などを用いた。
第
四
年
級
の
「
哲
学
」
に
お
い
て
、
道
徳
学
・
審
美
学
に
つ
い
て
講
じ
、
テ
キ
ス
ト
ま
た
は
参
考
書
と
し
て
、
シ
ド
ク
ニ
ッ
ク
の
「
道
徳
学
』
、
カ
ル
テ
ル
ウ
ー
ド
、
ベ
ン
サム、スペンサ１の諸書を用いた。同年級の「理財学」において、第三年級において学んだ続きを講じ、労力・租税・公債論についてくわしく講
究し、テキストまたは参考書としてケアンズの『理財学』、ソルントの「労力論』、ゴッシェンの『外国為替法』などを用いた。
（フェノロサの講義）
［明治十六年（一八八二）度］
［明治十五年二八八一一）度］
第一年級…・……………………：論理学
＊
 
第二年級：…・…・…・：・…：……：西洋哲学（哲学史）、西洋哲学（社会学）
第三年級：：…………：…………西洋哲学（近世哲学）、理財学（通貨および銀行論）
第四年級………………・…：……西洋哲学（道徳学、審美学）、理財学（労力、租税、公債論）
第一一一年級……………：…：。：：…哲学、理財学
第四年級：…：．……：：…………哲学、理財学
第一一年級：…・………：：。……：：哲学
第一年級……：。…・………：……論理学
126（1７ 
学年不明（おそらく第一年級）の「論理学」において、この学問は百般の学術研究にとってきわめて重要なものであるため、ゼボンの『論理
学』、エヴェレットの『思想の科学ｌ論理学体系』を用いた．第一一年級の「哲学史」において、欧州古今の哲学史の概略を講じ、デカルトから
同学年の「理財学（通貨および銀行論）において、近代諸国の財政の沿革について講じ、テキストまたは参考書として、マックレオッドの『銀
行論』、セイドの『貨幣地金および外国為替法』、ゴッシェンの『外国為替法』などを用いた。
第二年級の「西洋哲学」（社会学）において、スペンサーの『社会学の原理』やモーガンの『古代社会』をテキストまたは参考書として用いた。
第三年級の「西洋哲学」（近世哲学）において、近代の著名な哲学者（カント、ヘーゲル、スペンサー）について講じ、テキストまたは参考書と
して、カントの『純理論』、ヘーゲルの『論理学」（ワーレスの英訳本）、スペンサーの『心理学（第二巻）」、ハミルトンの『哲学』、ヒュームの
たは参考書として、
［明治十七年二
第一年級の「論理学」において、総合論理について講じ、テキストまたは参考書として、ゼボンの『論理学』、エヴェレットの『思想の科学
ｌ論理学体系」を用いた．第二年級の「西洋哲学」（哲学史）において、欧州古今の哲学史の概略を講じ、テキストまたは参考書としてシユ
ヴェーグラーの『哲学史』、ボーウェンの『近代哲学』を用いた。
『人性論』などを用いた。
第四年級の「西洋哲学（道徳学、審美学）」において、テキストまたは参考書として、シドクニックの『道徳学』、カルテルウード、ベンサム、
スペンサーの諸書を用いた。同学年の「理財学（労力、租税、公債論）において、歴史上、理論上よりこれらの項目をくわしく講じ、テキストま
たは参考書として、ケアンズの『理財学』、ソルントの『労力論』、ゴッシェンの『外国為替法』などを用いた。
（フェノロサの講義》
（フェノロサの講義》
第一年級：……・…………………論理学
第一一年級……………・…：…・…：哲学史、道徳学および審美学、理財学
第一一一年級：………：．……：：……社会学、近世哲学、通貨および銀行論
八
八
＝ 
度
一
＊注．この年から従来の「世態学」が、「社会学」と改称された。
(18）１２５ 
社会学伝来考
フェノロサは、明治十九年（’八八六）七月までさらに二ヵ年、論理学・西洋哲学・理財学の講義をつづけるのであるが、この間のかれの講義
内容についての資料は欠いている。夛料御雇外国人」（小学館、昭和別・５）によれば、『フェノロサは明治十七年八月十日から十九年八月九日
まで再契約している。
洋書は幕末以来、横浜居留地で商いをつづけていたハルトリー商会、維新後に来日したケリー商会（明治九年［一八七六］設立）や日本橋の
「丸屋善七」（のちの〃丸善〃）などが、とりつぎ販売をしていた。
（旧）
た
は
図
書
館
か
ら
借
り
だ
し
て
利
用
し
た
ら
し
い
。
教師から指定されたテキスト（洋書）は、すべて大学で貸与してくれた。が、参考書だけは、貧しい学生にとって大きな負担であったと思われ
か
な
い
の
ぷ
る
る。後述の金井延の場合は、貸費生として予備門本科を通じて月四円の支給を政府から受けていたが、ほとんど一冊も購入せず、教師や友人、ま
第三年級の「社会学」において、もっぱらスペンサーの『社会学の原理』、モーガンの『古代社会』をテキストまたは参考書として用い、講義
を
お
こ
な
っ
た
。
同
学
年
の
「
近
世
哲
学
」
に
お
い
て
、
近
代
の
著
名
な
哲
学
者
（
カ
ン
ト
、
ヘ
ー
ゲ
ル
、
ス
ペ
ン
サ
ー
）
に
つ
い
て
く
わ
し
く
講
じ
た
。
テ
キ
ス
ト
ま
た
は参考書として、カントの『純理論」、ヘーゲルの『論理学』ラーレスの英訳本）、ハミルトンやヒュームの著述を用いた。
「通貨および銀行論」において、マックレオッドの『銀行論』、ソムネルの『米国貨幣論』、セイドの『貨幣地金および外国為替法』、ゴッシェン
同学年の「道徳学および審美学」において、学術的理論によって論究し、テキストまたは参考書として、シドクニックの『道徳学』、カルテル
ウ
ー
ド
、
ベ
ン
サ
ム
、
ス
ペ
ン
サ
１
の
諸
書
を
用
い
た
。
「
理
財
学
」
に
お
い
て
、
そ
の
本
旨
に
十
分
に
通
暁
さ
せ
る
よ
う
努
め
、
テ
キ
ス
ト
ま
た
は
参
考
書
と
し
て
、
フ
「通貨および銀行論」において、
の『外国為替法』などを用いた。
オ
ー
セ
ッ
ト
、
ミ
ル
、
ロ
ッ
シ
ェ
ル
等
の
著
述
を
用
い
た
。
ヘーゲル、スペンサーに至る近代哲学の考究にもっとも力を注いだ。テキストまたは参考書として、シユヴェーグラーの『哲学史」、ポーウェン
の
「
近
代
哲
学
』
を
用
い
、
も
っ
ぱ
ら
講
義
を
お
こ
な
っ
た
。
『東京大学蕊一一一学部一覧縦仙罷杼伝紳』の「職員」の欄に、「嘩騨郷学理鰍糀及教師エル子スト、エフ、フエノロサ合衆国」とある（一一一一一一頁）。
や
と
い
が
え
（四）
明治十九年（’八八六）八月一日か」もって文部省に一雇替になっている。職種は政治学、理財学教授とある。
つぎにフェノロサは、大学の講義において何を目標とし、どのように学生を指導したのか。教師としてのフェノロサ像、学生のフェノロサ評に
１２４（1９ 
時にチヨ１クを手にすると、黒板に図形を描いたり、要点を書き、学生をけわしい顔つきで見ると、己○百口目』の【の白目田》（わかりますか？）
と
、
一
一
、
三
度
た
ず
ね
る
。
堅
い
講
義
ぶ
り
か
と
思
う
と
、
か
な
ら
ず
し
も
そ
う
で
は
な
く
、
と
き
ど
き
栖
落
な
ど
を
い
っ
て
学
生
を
わ
ら
わ
せ
た
り
、
ま
た
と
き
に
は
諸
家をあげつらい、「スペンサーはまったく誤解している」とか、「ミルはこのようなことを知ってはいない」とか、「ルイスなどは仕方ない」など
ながら、ノートに筆記させた。
あった。
と
い
い
、
大
言
を
吐
く
こ
と
も
あ
っ
た
。
ながら読むかと恩へば、突然を席を立ち、一一、三の学生の顔をみながら、大きな声で講義をはじめる。一くぎり講義がおわると、学生に分ったか
は
ん
ば
く
どうか尋ねる。もし相手が頭をふり、反駁しようものなら、喜色を浮べながら、さらに大きな圭癖で説明をする。
（卯）
フ
ェ
ノ
ロ
サ
は
、
お
国
丸
出
し
の
ニ
ュ
ー
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
な
ま
り
（
す
こ
し
発
音
を
略
す
る
）
で
講
義
を
し
た
。
が
、
そ
れ
は
教
養
の
あ
る
人
が
話
す
、
上
品
な
英
語
で
この教師、じぶんにとって不利益と判断すると、弁舌にまかせて相手を圧倒する風があったから、おとなしい学生はときどき《曰のｍ室①の》といっ
て沈黙せざるをえなかった。つまり強い力や権力にものをいわせて、相手を黙らせたということである。
と
き
た
ま
、
学
生
に
む
か
っ
て
は
ば
か
る
こ
と
な
く
、
「
諸
君
は
ま
だ
わ
か
っ
て
い
な
い
」
と
い
っ
て
み
た
り
、
教
卓
に
つ
く
と
、
用
意
し
て
き
た
原
稿
を
読
み
聞
か
せ
｢東京大学學三学部一覧’
(明治16～同17年）の表紙。
ついて述べてみたい。
フェノロサは、来日したとき、まだ二十五歳の青年教師であった。背は
高
く
、
や
せ
ぎ
す
で
あ
っ
た
。
髪
は
長
く
、
の
ち
に
あ
ご
ひ
げ
を
は
や
し
た
。
い
つ
も
し
ま
縞の背広を着ており、美服に着がえたときなど、ど一」かの若日一那のように
い
つ
も
早
足
で
教
室
に
や
っ
て
く
る
と
、
お
だ
や
か
で
や
さ
し
い
顔
つ
き
で
、
学
生
に
一
礼
す
る
。
そ
し
て
黒
い
皮
の
カ
バ
ン
を
教
卓
の
上
に
置
く
と
、
夏
で
あ
れ
ば
す
ぐ
に
窓
を
あ
け
、
空
気
を
入
れ
替
え
、
冬
で
あ
れ
ば
、
す
ぐ
暖
炉
に
あ
た
る
。
話
を
し
な
が
ら
、
椅
子
に
す
わ
る
と
、
書
物
を
ひ
ら
き
、
し
ば
ら
く
眼
を
う
ご
か
し
みえた。
(20）１２３ 
社会学伝来考
た
し
か
に
フ
ェ
ノ
ロ
サ
は
、
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
出
身
の
俊
才
で
あ
っ
た
か
も
知
れ
な
い
が
、
日
本
に
来
た
と
き
は
ま
だ
若
造
で
あ
っ
た
か
ら
、
そ
れ
ほ
ど
深
い
学
問
が
あ
か
っ
き
ったわけでなく、教授法にしても稚拙なところもあったであろう。しかし、かれは若者の客気と情熱をもって講義にまい進したのである。
（Ⅲ） 
フェノロサは勉強しつつ講義するといった風であり、それが学生と赴くにするような気分で、学生は大きな刺戟をうけたという。
（皿）
人格についてい、えば、あえて非難すべき点はなく、酒もタバコもやらない、まじめな学者であった。それだけに伝うべき奇行はなかった。性格
（鋼）
についてい、えば、用心ぶかい上に、話をあまり多くしなかった。頭のほうは明敏であり、ものを推測しても根本に至らねば気のすまぬ人であった。
（別）
しかし、ことを断定したり、判断するに敏であった。趣味は幸曰楽と油絵であった。しろうと絵を描いたけど、人に容易にみせなかった。
フェノロサは、日本に二、一一一年いるうちに、いつの間にか日本美術に大きな興味を覚えるようになった。浅草あたりの骨董屋から日本画（掛
（お）
し
ん
が
ん
物）を買って来ては、じぶんの部屋にかけて悦んでいた。日曜日などになると、朝から大勢の古道具屋が押しかけて来た。口叩物の良しあしや真贋
（坊）
を
見
分
け
る
能
力
が
な
い
こ
ろ
、
い
か
さ
ま
も
の
を
よ
く
つ
か
ま
さ
れ
た
よ
う
だ
。
ず、早口の者がのべつ幕なしにしゃべるといった風であった。けれど学生は愉快に勉強し７愉快に理論を研究したという（三宅生「えるねすと、
せ
つ
れ
い
その講義を受講した一二宅雄―一郎（雪嶺、一八六○～’九四五、明治から昭和期の評論家、雑誌『日本人』を創刊）によると、フェノロサには、
す
こ
し
は
っ
た
り
を
利
か
し
た
り
、
ご
ま
か
す
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
弁
舌
の
ほ
う
は
た
し
か
に
能
弁
で
あ
っ
た
が
、
大
講
堂
で
演
説
す
る
の
に
は
適
せ
えふ、ふえねろさ氏」『学』第一号所収、明治Ⅲ・８）。フェノロサの肖像
｢哲学雑誌』300号、明治45.2）より。
（〃）
や
が
て
名
家
が
所
蔵
す
る
逸
口
叩
を
見
る
よ
う
に
な
る
と
、
ま
す
ま
す
眼
識
は
高
ま
り
、
日
本
美
術
に
つ
い
て
一
隻
眼
を
も
つ
ま
で
に
な
っ
た
。
そ
れ
だ
け
な
ら
単
な
る
美
術
愛
好
家
に
す
ぎ
な
い
が
、
フェノロサの場合は、日本絵画の研究に徐々にのめり込んで行った。
中
国
画
は
画
論
か
ら
、
日
本
画
は
『
本
朝
画
人
伝
』
の
よ
う
な
も
の
か
ら
入
っ
て
行
き
、
必
要
と
お
も
わ
れ
る
所
は
、
学
生
に
英
訳
さ
せ
た
。
夏
季
休
暇
に
入
る
と
、
幅
物
の
名
品
を
み
る
た
め
に
い
つ
も
奈
良
や
京
都
へ
出
か
け
た
。
ま
た
日
本
絵
画
の
筆
法
、
色
彩
、
濃
淡
な
ど
を
学
ぶ
た
め
に
、
当
時
生
活
に
困
っ
て
い
た
絵
師
を
招
い
て
話
を
聴
い
た
り
、
み
ず
か
ら
も
絵
筆
を
に
ぎ
っ
て
、
毛
筆
の
運
用
を
研
究
し
た
。
フ
ェ
ノ
ロ
122（２１ 
サは日本文字が読めなかったから、研究もなかなか進まなかったかと想像される。
が
、
か
れ
の
多
年
の
力
作
と
も
い
う
べ
き
「
日
中
美
術
の
時
代
１
束
ア
ジ
ア
的
意
匠
に
つ
い
て
の
略
史
』
昏
号
ミ
ニ
薑
彗
鬘
、
ニ
ミ
ー
誉
・
ミ
薑
香冴ごミミト冒二」②量計亘周崎菖・画く。］の．『三］冨曰国の旨の曰四目》ご旨）が、没後四年に未亡人の手でロンドンにおいて刊行された。
フ
ェ
ノ
ロ
サ
が
日
本
美
術
の
研
究
に
没
頭
す
る
に
つ
れ
て
、
熱
心
だ
っ
た
そ
の
講
義
ぶ
り
に
も
変
化
が
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
講
義
の
準
備
に
十
分
な
時
間
を
さ
か
＄
 
な
く
な
っ
た
ば
か
り
か
、
た
び
た
び
休
講
や
、
遅
刻
を
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
い
わ
ず
と
知
れ
た
手
抜
き
で
あ
る
。
も
う
以
前
ほ
ど
講
義
に
精
魂
を
そ
そ
が
な
い
。
学
生
の
ほうでは、先生が来そうもないから教場を去ろうとすると、学生のあとをあわてふためいて追って来て、《○口］］］切目ご貝のの》○口］ご］、三口言のの》（た
す
で
に
述
べ
た
ご
と
く
、
フ
ェ
ノ
ロ
サ
が
大
学
の
講
壇
に
立
っ
た
の
は
、
明
治
十
一
年
二
八
七
八
）
秋
九
月
か
ら
で
あ
る
。
か
れ
の
担
当
科
目
は
、
哲
学
・
政
治
学
・
理財学であった。フェノロサは、同年度の第三年級生に政治学を講義するにあたって、その前置きとして社会学を講じたのである。
か
れ
は
じ
ぶ
ん
の
担
当
科
目
の
教
育
方
針
、
教
育
内
容
、
教
育
方
法
、
テ
キ
ス
ト
な
ど
に
つ
い
て
、
大
学
総
理
に
つ
ぎ
の
よ
う
に
報
告
し
て
い
る
。
十五分遅刻しただけだから、帰らないでくれというのである。毎年のように変らぬ講義内容に加えて、たびたび休講や遅刻をするから、しまい
には学生のほうで愛想をつかすようになった。教え子であった一一一宅雄｜一郎は、「来がけには随分勉強せしも、後には欠席多くして、一年の三分の
（羽）
｜をも休講せしことあり」と延べている。着任早々、フェノロサは講義において才気煥発ぶりを一不したのであるが、こんどはかれがじっきいどの
よ
う
な
授
業
を
し
、
ど
の
よ
う
な
テ
ス
ト
を
行
な
っ
た
か
に
、
社
会
学
に
か
ぎ
っ
て
論
じ
て
み
た
い
。
（犯）
ったの十五分、たったの十五分）という。
フェノロサの社会学講義。
る
）
百
般
ノ
活
動
ヲ
作
ス
｜箇ノ有機体（組織体）ダルマ
ぞ
の
る）スルニハ、其由来ト発達トー
そ
の
而シテ其読了セシムル所ノ書ハ
ほ
う
こ
ん
方今（いま）、本科ノ始メニ社会原論ノ｜課目。／加へ、
な
そ
の
じ
ん
せ
い
ざ
よ
う
つ
う
（組織体）タルコノ認得セシメ（認めて納得させる）、因テ其人世ノ活機（気ｌが正しい？世の中の盛んなること）二暁通（くわしく知
そ
の
其
由
来
ト
発
達
ト
ー
就
キ
テ
専
一
フ
研
究
セ
サ
ル
ヘ
カ
ラ
サ
ル
ノ
理
ヲ
知
ラ
シ
メ
タ
リ
。
セシムル所ノ書ハスペンサル氏著社会原論第一巻（国の【ずの【（の己のごＯの『”帛山ゴミ量、②＆のＣａ・倉豐ぐ○一・閂」雪③）、バジホット箸物理教理相
し
こ
戸
つ
而シテ生徒「フシテ
そ
の
せ
ん
じ
よ
う
ば
ん
た
い
社
会
ハ
其
組
織
千
状
万
体
ニ
シ
ー
ア
（
態
ｌ
が
正
し
い
。
さ
ま
ざ
ま
な
す
が
た
を
し
て
い
(22）１２１ 
社会学伝来考
ノ
ロ
サ
の
社
会
学
を
聴
い
た
元
学
生
の
、
ほ
ぼ
完
然
な
ノ
ー
ト
が
発
已
エール大学に研究員として留学した際に、偶然「バイネッ」
（釦）
と
著
名
の
あ
る
筆
記
ノ
ー
ト
（
写
真
複
写
）
を
発
見
し
た
の
で
あ
る
。
ところで三・【自巴とはいかなる人物であったのか。そ打
明
治
か
ら
大
正
期
に
か
け
て
の
社
会
政
策
学
者
、
の
ち
東
大
教
授
）
一
フェノロサが担当した社会学の講義は、明治十九年（一八八六）いったん大学の講壇をおりるまで、約八ヵ年続けられたのである。フェノロサ
が東京大学で行なった社会学の講義は、じっきいどのような内容のものであったのか、関接資料（『申報』の中にみられる、テキストや参考書、
元受講生の回想、演述の邦訳）から、あるていど想像できても、具体的に中味まではわからなかった。
引証に値する、いちばんたしかな資料は、フェノロサ本人の講義ノートなり、メモであるが、それはまだ発見されていない。けれど近年、フェ
ノロサの社会学を聴いた元学生の、ほぼ完然なノートが発見された。神戸女学院大学の秋山ひさが、昭和五十三年（’九七八）から翌年まで、イ
エール大学に研究員として留学した際に、偶然「バイネッキ図書館」（目ぽ①国①曰のｎ戸の閃日のウ○・戸目□宮目巨の０国宮口亘四二）において、三【目巴
社
会
学
の
概
要
を
教
授
し
た
の
ち
、
近
代
哲
学
史
、
道
徳
哲
学
に
つ
じ
な
い
、
批
評
方
法
を
お
し
え
、
と
き
に
教
え
た
こ
と
を
試
問
し
た
り
し
た
。
この文（『申報」）を訳したのは、文学部教授外山正一であったようだ。文意は、本体をなしているコースに進むまえに、社会の何たるかを知る
ためにスペンサーの『社会学原理』、バジェホットの『物理学と政治学」、モーガンの『古代社会』をテキストまたは参考書として使用したという。
社
会
学
の
概
要
を
教
授
し
た
の
ち
、
近
代
哲
学
史
、
道
徳
哲
学
に
つ
い
て
ふ
た
た
び
ス
ペ
ン
サ
ー
等
の
著
述
を
用
い
て
講
義
し
た
。
授
業
は
、
口
述
を
中
心
に
し
て
お
こ
関論（二・国四ｍの匠○片》垣言言冨旦帛さ量目》］雪国）、
も
つ
授「フ以テス。
す
で
の
ち
き
ん
だ
い
す
な
わ
既ニシテ社会学ノ大意（あらまし）ヲ了スルノ後、更二今代（現代）哲学史ノ要領ヲ逐次二講述シ、乃チ純粋哲学原論一一就テ哲学ノ実業上二欠クヘカ
い
か
な
る
り
ょ
う
ち
一フサル理由。／説明シ、且方今哲学諸派ノ実際景況如何ヲ了知（会得）セシム。
こ
れ
そ
の
レ
ー
ゼ
ー
フ
エ
ー
ル
お
よ
び
た
だ
こ
の
ｌ
之二次テ実地哲学ヲ講シ、道徳哲学ノ当否。／批評シ、其真正ナル学問ノ方法ヲ了得セシメン為ノ無関論及其応用ノ弁ヲ以テス。但シ該無関論ハス
ソ
シ
ア
ル
ス
タ
チ
ッ
ク
ス
ひ
ぴ
ほ
う
ペンサル氏自ヲ可実施ノ理論卜明一一一一口セル其所著ノ社会静象学書（の。。三ｍご一評頃》』ｍｍＣ）ヲ以テ教科書トシ、且日々ノ講義二於テ批評ノ方（方法）ヲ授
か
つ
か
ん
か
ん
ふ
る
う
よ
い
ケ、且間々（ときどき）既二修ムル筆記セシメテ課程（わりあてた仕事）二代へシコト有り。之ヲ要スルニ生徒ノ学業〈揮テ良結果ヲ得ント云フヘシ
（『東京大学雑学部第七年報』明治、・９～同ｎ．８） 並ビニモルガンノ古代社会論（Ｆ国・三・億口目」苫ミミの。冒賃］ヨヨ）一一シテ、課業（授業）ハ大抵口
か
な
い
の
ぷ
る
それは明治十五年（一八八一一）にフェノロサの講義をきいた金井延（’八六五～’九一一一一二、
一）であることが判明した。
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リ
ン
ク
社会学において忘れてはならぬ点は、人間のあらゆる行為は、時間と空間のもとに因果関係の連環によって左右宍、これる。したがって社会学の定
義とは、社会的行為の原因と結果を扱うことである。しかし、社会的行為の意味は何か。社会的な人間とはどのような人をいうのか（第四回目）。
社
会
に
お
い
て
起
っ
た
一
切
の
現
象
は
、
進
化
の
方
則
と
一
致
し
て
い
る
。
ど
の
世
代
も
進
化
す
る
か
疑
問
で
あ
る
。
か
く
し
て
社
会
学
と
は
、
あ
ら
ゆ
る
社
会
現
象
の
フ
ェ
ノ
ロ
サ
は
、
社
会
学
の
講
義
の
冒
頭
科
学
と
哲
学
は
じ
っ
き
い
ど
う
違
う
か
に
つ
い
て
語
っ
て
い
る
．
か
れ
に
よ
る
と
、
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
の
問
題
Ｉ
こ
と
に
社会科学とかかわりがあるものｌは、科学的もしくは哲学的に取扱われ、これら二つの観点から観察される．科学は原因と結果の関係を扱って
五年）九月二十一日（
史」に移行している。
社会分化のはじまりは、支配と被支配であり、支配体系には軍事的、政治的、法的、宗教的、道徳的流行の支配などがあり、生産体系において、
労働の交換を基礎にする分業は単に個人間だけにとどまらず国家間においてもはじまる。
フェノロサの社会学講義は、社会の起源にはじまり、ついで規制体系と生産体系の発展をのべ、さいごに社会の隆盛と衰退を諸要素間の緊密な
調和に見て、おわっている（秋山ひざ「フェノロサの社会学講義」の解説）。
（皿）
（犯）
フェノロサは、進化、王義者であり、スペンサーの社会分化による進化論と、ダーウィンの生存競争による進化論を一つにしようと努めながら、
（兜）
ヘーゲルの哲学（精神的進化論）との綜合化、調和を図ったのである。つまり英独哲学を綜合することをもって眼目としたのである。
社
会
に
お
い
て
起
っ
た
一
切
の
現
象
は
、
進
化
の
方
則
進
化
を
扱
う
科
学
で
あ
る
、
と
定
義
で
き
る
か
も
知
れ
ぬ
外山正一（一八四八～一九○○、明治期の教育者、のち東大総長）は、一一百二十俵取りの幕臣外山忠兵衛の嫡男として小石川柳町一一十番地に生
（弧）
ま
れ
、
幼
名
を
拾
八
と
い
っ
た
。
こ
れ
は
親
が
八
分
通
り
捨
て
て
い
た
と
い
う
意
味
ら
し
い
。
文
久
一
兀
年
（
一
八
六
○
）
蕃
書
調
所
と
湯
島
天
神
下
の
箕
作
麟
祥
の
塾
に
お
か
じ
し
ん
ぞ
う
問題の筆記ノートは、東京大学教授・嘉治真一一一がもっていたもので、写真複写したその金井ノーＬ‐を、イエール大学の故ノーマン・ホームズ・
ピアソン教授に送ったものであった。ピアソン教授は、フェノロサ関係の資料ということで、’九六九年それをパイネッキ図書館に寄贈した。
秋山ひさが発見した貴重な金井ノートによると、筆記者の金井が第一回目のフェノロサの社会学に関する講義をきいたのは一八八二年（明治十
九年）九月二十一日のことであり、同年十一月十七日でおわっているｐ通算一一十一回講義した勘定になる。そのあとフェノロサの講義は、「哲学
いるにすぎないという（第一回目）。
＊ 
（第七回目）。
24）１１９ 
刀
社会学伝来考
ス
ペ
ン
サ
ー
の
社
会
学
原
理
に
よ
り
、
簡
単
に
社
会
学
を
講
じ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
『東京大学』三学部一覧繍濡稗」には、「第一一年ノ史論（西洋史のことｌ引用者）二於テハ社会政冶智識及宗教等ノ進化ノ理ヲ
お
よ
び
も
つ
ば
つ
い
て
講究スルモノトシ専一フ原因卜結果ノ関係二就テ之ヲ論ス」（’○七頁）とある。これは外山の教育方針をしめすものであろう。
史）などを教えた。
三十円。
（妬）
語っている。
なり渡米するが、同五年依願免官となった。
志
す
と
こ
ろ
は
勉
学
に
あ
り
、
｜
ヵ
年
間
ミ
シ
心
録し、好みの科目（哲学や理学や科学）だＬ
ミ
シ
ガ
ン
大
学
在
学
中
、
「
外
山
は
そ
の
す
ぐ
れ
岡に赴き、
四
名
の
中
に
加
え
ら
れ
、
ロ
ン
ド
ン
ヘ
む
か
っ
た
。
ロンドンでは、留学生の世話人Ｗ・Ｖ・ロイド師（さぎ師的な僧）が賃借したランカスター・ゲイト十六番地のやや宏壮な家で一同くらし、通
い
の
教
師
か
ら
英
語
・
数
学
な
ど
を
学
ん
だ
の
ち
、
慶
応
三
年
（
’
八
六
七
）
か
ら
翌
年
に
か
け
て
、
ガ
ワ
１
街
の
「
ユ
ニ
バ
シ
テ
ィ
・
カ
レ
ッ
ジ
」
に
付
属
す
る
「
ジ
ュ
いて英学をまなび、翌年六月蕃書調所の句読教授出役を経て教授手伝並出役を命じられた。慶応二年（一八六六）十月、幕府のイギリス留学生十
（路）
ニア・スクール」に入学した。
しかし、故国の政変により、
（師）
外山は明治十四年（’八八一）以降、第二学年生の史論（学）を担当し、歴史を学ぶ者は社会学の原理を知らねばならぬ、といった見地から、
同大学で学ぶこと三年、明治九年（一八七六）五月初句、帰朝。帰国したその月の中旬より、東京開成学校の五等教授に任じられた。日給は百
明治十年（一八七七）六月、神田北神保町に家を求め、ついで旧幕臣の子女房子と挙式をあげた。同十二年七月、牛込築士前町へ移転した。
明
治
十
年
東
京
大
学
文
学
部
が
設
置
さ
れ
た
こ
ろ
、
邦
人
教
授
は
外
山
だ
け
で
あ
り
、
外
国
人
教
授
の
間
に
あ
っ
て
、
英
語
・
心
理
学
・
論
理
学
・
哲
学
・
史
学
（
西
洋
こ
こ
ろ
ざ
し
故国の政変により、幕府が倒壊し、送金も途絶えたので、｜同志半ばに－して帰国せざるを得なくなった。帰国後の明治元年九月、静
静岡学問所の一一一筆教授に任じられ、翌年一等教授（洋学部長）となった。明治三年（’八七○）森有礼の推轆により外務省弁務少記と
「外山はそのすぐれた才能と魅力に富んだ人柄ゆえに皆から愛された」と、同大学名誉学長ジェームス。Ｂ・アンジェルは
ヵ
年
間
ミ
シ
ガ
ン
州
の
ア
ナ
バ
ー
高
等
学
校
に
学
ん
だ
の
ち
、
明
治
六
年
（
一
八
七
三
）
九
月
、
ミ
シ
ガ
ン
大
学
に
選
科
生
と
し
て
登
だ
け
を
選
抜
し
て
勉
強
し
た
。
118（25） 
内容となると分からぬことが多い。
「社会学」と標題が付いているものの内容を一部示すと、つぎのようになる。
（鍋）
外山は史学の根底として社会学的知識は必須と考、え、スペンサ１の社会学原理によって簡単に、社会学を講じたのであるが、じっきいその講義
しかし、その一斑を暗示するような史料が二冊、東京大学総合図書館にある。いずれも貴重史料扱いである。
「社会学史原料」といった標題が付いているものの中で、外山はつぎのように記している。
ｌ
国
家
〈
人
類
ノ
需
要
よ
り
起
れ
る
な
り
何
人
も
己
れ
一
人
に
て
需
要
を
満
足
せ
し
め
得
る
者
ハ
在
ら
ざ
る
な
り
プ
ラ
ト
ン
の
政
府
の
起
源
説
に
関
す
る
記
述
教
育
に
関
す
る
プ
ラ
ト
ン
の
意
見
ｌ
プ
ラ
ト
ン
は
国
家
の
安
全
隆
盛
ハ
其
人
民
の
身
体
精
神
の
良
否
に
依
る
と
す
る
プ
ラ
ト
ン
の
社
会
起
源
説
ｌ
意
識
的
に
．
社
プラトンの国家起源説
⑪社会学史原料［別、×川型（原稿用紙に毛筆でしたためたもの五十四枚）
②社会学［川叩×Ⅲ、］（〃中屋〃の原稿用紙に、毛筆でもって浄書したもの。一一一十二枚）
ロロＨ 現
象
の
三
個
の
種
類
物
理
学
口
精
神
的
口
社
会
的
精
神
的
現
象
は
個
人
に
関
し
ロ
社
会
的
現
象
は
数
多
人
共
同
の
作
用
す
る
者
な
り
不
明
社会的理法律あｎＵに非らずんば社会学は在せざるなり故に社会的理法律ありやの問題起るなり．：…
社
会
問
題
、
国
家
問
題
、
政
治
問
題
等
を
最
も
早
く
研
究
論
述
せ
し
者
の
一
人
は
プ
ラ
ト
ン
な
り
(26）１１７ 
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（調）
外山はミシガン大学で化学とか物理学といった自然科学を学んだこともあって、その学風はおよそ経験的、実証的であったと三」れる。明治十四
（側）
年（一八八一）六月、職制の改正があり、外山は教授兼文学部長に任じられた。かれは担当の職務に多忙をきわめたことであろう。
こ
う
じ
ゆ
外山はスペンサーの著述を多く用い、講義において、書物からその要領抜いて、英語でもって口授した。またときどき新刊書や雑誌などを教室
（似），
に持ってきて、その概要を伝えた。しかし、かれが教場に持参したノートはかなり古色を帯びたものであり、ずいぶん学生のロロにとまった。
当時はすでに述べたごとく、外国人教師ばかりか日本人教師もすべて英語で講義を行なったのであるが、いまこれよりかれの風貌、口吻などを
源
に
つ
い
て
説
こ
う
と
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
以上の断片的記述からわかることは、外山はプラトンの社会、国家、政府の起源説について講じ、スペンサーの社会学によって、人間社会の起
社会学の果して一
事
は
出
来
ざ
る
な
ら
ん
（六六）社会学は歴史上作用の観察よりして社会的法律及び政治的生活の進化の法律を抽象するを為すべくして是等の法律を正確に知られたらんに
マ
マ
は
各
政
治
上
の
進
化
の
現
在
の
及
び
将
来
の
作
用
に
は
於
て
実
証
せ
ら
れ
得
べ
き
者
な
ら
ざ
る
べ
か
ら
ず
（
五
六
）
人
間
社
会
の
始
原
を
説
明
せ
ん
を
は
社
会
学
の
（
六
五
）
社
会
学
は
政
治
学
を
大
い
に
変
革
す
る
に
至
ら
ん
６ 
ｃｍ 
不
明
学科として成立し得べき者なるや否やは過［ⅡＵ一定の法律の存在と其価値とを証明し得るに非らずんば社会学を学問として立る
社
会
学
の
問
題
に
非
ら
ず
社
会
学
は
既
に
存
在
す
る
種
々
の
群
集
の
無
数
の
者
を
以
て
始
ま
る
所
な
り
東一［
大昔図奉
、
云一Ⅳ
、Ⅱ〃、
外山正一の直筆原稿の表紙。
引用者によるスケッチ。
［東京大学総合図書館蔵］
元受講生の口から聞いてみよう。
この先生は、丈は高く、体格もりつばで
あ
り
、
つ
ね
に
壮
健
そ
う
に
み
え
る
。
若
い
こ
ろ
は長目の髪をしていたが、壮年に近づくに
つれて髪を短くし、ときに坊主頭と見間違
え
る
ほ
ど
で
あ
る
。
顔
は
端
整
で
あ
り
、
大
き
な
鼻とやさしそうな目が特徴だ。風貌全体か
116（27） 
（“） 
かれはそういうと、テキストを音読し、またまじめな顔付で、「ご「の一一》…」といって、再び質問をつづけた。終りの鐘が鳴ってもすぐ講義はお
わ
ら
ず
、
休
講
は
な
い
し
、
な
ま
く
ら
学
生
の
中
に
は
、
休
講
が
無
い
と
い
っ
て
不
平
を
い
う
者
も
い
た
。
教え方としては、学生によく書物を暗記させたり、折々にじぶんの考えを述べたり、諸雑誌（、冒討ミミミビ宛自量ご冒冒くい冒冒のミミ暮唇）
な
ど
か
ら
抜
粋
し
た
記
事
を
読
み
聞
か
せ
た
り
し
た
。
事
物
の
本
質
を
よ
く
つ
か
み
、
そ
れ
を
巧
み
に
批
評
す
る
能
力
に
長
じ
て
は
い
た
が
、
理
屈
が
ら
み
の
的
確
な
論
証
を得意としなかったので、必ずしも高学年生を満足させるまでに至らなかった。
け
れ
ど
じ
つ
に
多
く
の
書
物
を
読
み
抜
い
て
き
た
風
が
あ
り
、
博
聞
強
識
の
良
き
教
師
の
印
象
を
あ
た
え
た
。
ら
、
い
か
に
も
頭
が
良
さ
そ
う
な
人
物
と
い
っ
た
印
象
を
う
け
る
。
ろう。
ひ
ょ
う
ぜ
ん
た
い
て
い
洋
服
を
着
て
い
る
。
少
－
し
う
わ
む
き
に
、
瓢
然
と
教
室
に
や
っ
て
来
た
か
と
思
っ
た
ら
、
ち
ょ
っ
と
肩
．
を
張
り
、
笑
を
含
み
な
が
ら
教
壇
に
す
わ
る
。
学
生
（妃）
に
目
を
む
け
、
口
を
と
ん
が
ら
せ
な
が
ら
「
ど
う
で
す
」
な
ど
と
い
っ
て
、
一
、
こ
の
世
間
話
を
す
る
。
つ
い
で
紫
色
の
ふ
ろ
し
き
を
開
く
と
、
そ
こ
か
ら
書
物
と
手
帳
が
出
て
く
る
。
手
帳
は
え
ん
魔
帳
の
よ
う
だ
。
｜
学
生
の
名
を
呼
ぶ
と
、
ご
つ
ご
つ
し
た
声
で
、
。二四豆の……》」とか「三三〕】の・・…：や」とか「国。ご『Ｑ・のの：：：勺」といったような質問を浴びせる。もし相手が答えられぬ場合、「ｚの再一」もしく
は「三【・……」（某）といって、どんどん当ててゆく。とにかくどこまでも、しつこく質問する。ときどき学生の返答の足らないところを補って、
（佃）
「目・ロの囚ご・：…」「閂・口の皇・…：」（君がいわんとするのは……であろう）と助け舟をだす。が、音声は並外れて大きかった。
学
生
の
ほ
う
で
は
、
英
語
で
質
問
さ
れ
る
と
英
語
で
も
っ
て
答
え
、
日
本
語
で
問
わ
れ
れ
ば
日
本
語
で
も
っ
て
答
え
た
。
教
師
は
、
学
生
の
返
答
の
い
か
ん
に
よ
り
、
と
き
に
額
に
し
わ
を
よ
せ
た
り
、
あ
る
い
は
か
ら
か
ら
と
大
笑
い
し
た
り
す
る
。
あ
る
い
は
ハ
ン
カ
チ
で
銀
縁
メ
ガ
ネ
ふ
い
た
り
、
あ
る
い
は
握
り
こ
ぶ
し
を
出
し
、
あ
る
い
は
首
を
か
た
げ
て
指
の
爪
を
か
ん
だ
り
、
あ
る
い
は
そ
り
返
り
な
が
ら
手
で
胸
を
衝
い
た
り
、
そ
の
と
き
折
々
に
さ
ま
ざ
ま
の
姿
態
を
み
せ
た
。
こ
の
先
生
、
頭
か
ら
学
生
の
意
見
を
否
定
し
、
細
か
い
こ
と
を
詮
索
し
、
揚
足
と
り
を
好
む
と
い
っ
た
風
で
は
な
か
っ
た
。
ど
う
も
学
生
の
意
見
な
り
考
え
を
肯
定
す
る
こ
と
か
ら
は
じ
め
、
論
旨
が
矛
盾
な
く
通
る
よ
う
に
し
よ
う
と
し
た
よ
う
だ
。
味
も
そ
つ
け
も
な
い
、
堅
い
だ
け
が
取
り
え
の
講
義
か
と
思
え
ば
そ
う
で
は
な
く
、
し
ゃ
れ
や
論
弁
を
ま
じ
え
、
熱
心
に
説
い
た
。
学
生
が
あ
る
意
見
を
述
る
と
、
と
き
どき「そうですね」とか「あなたはそうしておきなさい」といったのは、人間はそれぞれ異なる意見や真理をもちうることを知っていたからであ
(28)１１５ 
社会学伝来考
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
当
時
の
学
生
は
、
ほ
と
ん
ど
の
科
目
を
英
語
で
講
義
さ
れ
る
の
で
き
、
試
験
問
題
を
解
い
て
答
え
を
出
す
こ
と
は
と
う
て
い
で
き
な
い
。
て
ん
ぐ
（妬）
外山のあだ名は「赤門天狗」とか「牛込天狗」といった。講義の中でよく「オドルセルフ」という一一一一口葉がよく出るのだが、受講生の一人であつ
（妬）
た遠藤隆吉は、それが何のことかさっぱり分らなかった。そこで訊ねに行ったら、○斤ヶの［の①］【のことだといわれた。
本
場
仕
込
み
の
英
語
で
あ
っ
た
か
ら
、
聞
く
学
生
の
ほ
う
も
楽
で
は
な
く
、
聴
き
取
れ
ぬ
こ
と
も
多
々
あ
っ
た
こ
と
と
想
像
さ
れ
る
。
（灯）
つ
じ
ぐ
る
ま
また外山はおｊＵしろい性格の持主であり、変人、奇人といってもよかった。ひじょうに潔癖家であり、けっして辻車（流しの人力車）に乗ら
（侶）
な
か
っ
た
。
辻
車
に
は
ば
い
菌
が
つ
い
て
い
る
、
と
い
う
の
が
そ
の
理
由
で
あ
っ
た
。
五
十
三
歳
で
な
く
な
っ
た
と
き
の
原
因
は
中
耳
炎
で
あ
り
、
さ
い
ご
は
脳
膜
炎
に
な
った。教師が講述した締めくくりが、学年末テストであるが、それがどのようなものであったか参考までに、つぎにいくつか実例を揚げてみよう。
学生ばかりか邦人教師も、ひと通り英語の運用力がないと勤まらない。その実力のほどは不明だが、学生にせよ教師にせよ、かなりのレベルで
フ
ェ
ノ
ロ
サ
と
外
山
の
学
年
末
テ
ス
ト
問
題
。
霧 ほとんどの科目を英語で講義されるのであるから、相当語学力ないと、講義を聴き、ノートを取り、質問に答え、レポートを書
明治24年-44歳のときの外l｣｣正一。
Ｐごくケ昌已。①の門口員己丙の弓の画す｝の。｛夢のＰ○四Ｏ四一甸巨ロＲ｝○口の。｛岳のｐｐｑの【の画ごＱ‐
］ロ、一口］ｐＱｍのロ〕のご〔囚の四円ロの四口の。、□］のｎｏぐの凶ご胸（ずの、○口】□一の（の一】の（○ｍ（ずの
［明治十一年（一八七八）度末から翌十二年六月までの間に出されたフェノロ
サの試験問題］
第
一
一
年
級
哲
学
史
田
の
Ｓ
二
．
【
句
二
・
ｍ
・
つ
ど
］・三二ケ呉ロ。①の【四二日のロロウごｎローーヨ、のロロＯの口（（閉。［日。【＆の①〆（の曰四一ｍのロ、の）□
四○三□。①の庁亘のＱの｛三三○口の〆ｂ一日どこの己○のの】す豊口。（の①○日の庁国ｎ口］戸口○急］の□ぬの》
ごくず四（一の庁すのｇ】の芹』ロ。（一○口すの斤夛「の①ロのロ］己一国ｎｍ｝円の四］】庁】ロロロ（［四口の、のご」①ロは四一【の四一岸ご田
114（2９ 
い
ま
引
用
し
た
も
の
は
？
フ
ェ
ノ
ロ
サ
が
着
任
後
、
学
生
未
に
は
じ
め
て
出
題
し
た
問
題
の
一
部
で
あ
る
。
第
二
年
級
の
「
哲
学
史
」
を
受
験
し
た
の
は
、
赤
岡
精
一
、
都築馨六、坪井九馬三、松田小一一郎、嘉納拾五郎、田中稲城、牧野伸顕ら七名である。
第一一一年級の「政治学」では、和田恒謙三、井上哲次郎、木場貞長、中隈敬造（敬一一一）、国府寺新作、岡倉角蔵（覚一一一）、福富孝季、千頭清臣ら八
（皿）
名が受験した。
一・二『ず呉回の言円・の己のごｎの『》のＯｏｐＯのロ】○口○ｍ目○日］』ご旨亘のｍｏＱ四一ｍ【昌一、の》ごくず四斤】のごｍｍ－『の（四ｍの巨日官】○見国○弓。。①のケのｑの『】ぐの｛【○日】庁四ｍ○貝－ｍ○一口
の巨プロ】ぐ】囚○口。｛》［。『四一の、一のごＯの勺
第
三
年
級
政治学勺・］罠８］田亘］・の○℃亘
四・○門罠ＱＮの三門・の己のごＯの『）の□。ｎ斤。【旨の。【弓のごロ丙ロ○三四ヶ一の・の彦○葛昏の円のの己のＲ－ぐの【の］昌一○口の。（三【・の己のｐＯの［㎡四口。■①、の］）の勺亘一○の○つ三のの芹。＆の旨ロロ四目の三四一
（別）
ロ【○す一の目。【石○一三ｏの四口ロロ片面、の．○四目国の、の］の〆ロ］巴ご岳の《《固のの①昌国一己口四一一□『弓
（伯）
Ｏ四斤の、○国のの》
『．ご「豈昌ロ。①の【四三日のロロゥ豈目３口のＯのロロの昌囚一Ｆ○四ｎ勺ごくず異国、巨豈囚ぐの弓の（○日四【の四口○豆の０斤ご①口の①。【岳の○呉の、○国のの勺ニョゴ四三の岳のの丙のロ】０口］『のの昌斤
。｛円周四口の○のロロのご己］□国一のＯは几
い
わ
ゆ
る
第
七
カ
ン
ト
氏
ハ
某
所
所
謂
超
越
論
法
中
二
如
何
ナ
ル
意
義
。
／
包
含
セ
シ
メ
タ
ル
カ
ご
じ
ん
吾
人
（
わ
れ
わ
れ
ｌ
引
用
者
）
カ
ン
ト
氏
ハ
所
謂
類
叙
ナ
ル
者
ヲ
客
観
界
二
於
テ
用
フ
ル
コ
ト
コ
／
得
ル
ハ
何
等
ノ
権
利
ア
ル
ヲ
以
テ
ナ
リ
ヤ
吾
人
ハ
カ
ン
ト
氏
ノ
所
謂
超
越
敏
弁
法
二
追
随
シ
テ
深
疑
ヲ
椎
シ
究
ム
ル
ト
キ
終
二
如
何
ナ
ル
地
位
｜
一
達
ス
ル
コ
ト
ヲ
免
レ
ザ
ル
者
ナ
リ
ヤ
［明治十二年二八七九）
第
二
年
級
哲
学
史
度末から翌十三年六月までの間に出された試験問題］
(30）１１３ 
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つぎに外山正一教授の試験問題を瞥見してみよう。『東京大学法理文学部一覧』（学暦明治十三、四年）につぎのような問題が掲載されている。
（弱）
四・のケ○三〔ず囚（〔弓の。。『ゴロ一の【のロの⑩の。【一］｛の】の己『○つ。『盆。ご囚〔の【。【ず①Ｏｏｐ〕ご｝の（のロのｍの。【〔ずのＣＯ『【ののｂｏｐＱの。Ｏの．
第
四
年
級
哲学勺三一・の。□ご
］．ごぐず四〔』の（すの『の一回ご○□すの庁三「の①ロ、［○二号■四口。①×ロのごｑ岸ロ『の。命【ＯＨＣの勺
第
十
一
ス
ペ
ン
セ
ル
氏
ノ
第
一
主
義
ハ
何
ナ
ル
カ
同
氏
ハ
如
何
シ
テ
之
ヲ
得
タ
ル
カ
如
何
二
之
ヲ
適
用
セ
ン
ト
欲
ス
ル
カ
且
シ
同
氏
ハ
其
事
二
就
キ
テ
何
ナ
ル
便
益
戸ヨニ昌一の三【・の□のごＯの【）の屡国【の【句【ごロロ｝のご勺困・ゴロ○ののちのＱの【｝ぐのＲぽ○コ官○己○の①Ｓｇｐ一貫芹》口＆弓宮武の三ｍ８ｐＯの目・ロ・【一斤の□の２－一日且ぐ自画、①の》
よ
第
一
世
態
学
ト
云
う
辞
ノ
精
密
ナ
ル
解
明
ヲ
挙
ケ
ョ
社
会
ノ
進
化
一
一
就
テ
最
初
歩
ノ
困
難
並
二
其
困
難
二
拘
ハ
ラ
ス
遂
二
能
ク
進
化
シ
得
へ
キ
ノ
理
由
ヲ
弁
明
セ
ョ
（別）
アリｉｒ考フルカ
第
三
年
級
政治学勺○一三日一句三一・の○℃ご
（岡）
骨・の】ぐの四つ○口］ロ『の彦①口の一ぐの□の【旨一片一○口。【の。Ｑ○一○ｍご・向×ロー巴ロ（ずのｓ｛｛｝ｎ口］庁ご四目□ご○の四宮一再ご○｛四《《【一【の〔の芹①ご弓曰のＣＱ巴のぐ○一口〔一○口．
第
十
一
一
一
ス
ペ
ン
セ
ル
氏
力
其
哲
学
ヲ
創
立
セ
ン
ト
ス
ル
ニ
当
り
時
々
依
拠
ト
ス
ル
所
ノ
地
位
二
前
後
相
同
シ
カ
ラ
ザ
ル
者
一
一
一
シ
ア
リ
何
々
ナ
リ
ヤ
同
氏
力
理
学
上
一
一
於
テ
論
ス
ル
所
ノ
進
化
ノ
理
ハ
是
等
ノ
地
位
ノ
為
二
動
カ
ナ
ル
ル
コ
ト
ア
リ
ヤ
ぼ
け
つ
（記）
理
論
上
ヨ
リ
云
へ
ハ
ス
ペ
ン
セ
ル
派
ノ
哲
学
ハ
ヘ
ー
ゲ
ル
派
ノ
哲
学
ヲ
補
峡
ス
ル
為
二
必
ス
無
カ
ル
ベ
カ
ラ
サ
ル
者
ナ
リ
ト
ス
ル
ト
ノ
理
由
如
何
』酉．ごぐず四斤囚『の（すの弓『の①ｓ｛｛の『のロ庁□三一○の。Ｃ亘Ｏ四］Ｃ○の一斤一○コのヨ三Ｃ面のつのロロの【ぐ】【（ロ四一一『四口○℃（の｛『○口］〔旨］の芹。（】閂口の勺閂□三ｍのＱの二〔一ｍ－Ｃ９ｏｎ庁『一口の。（向く○一巨苣。ご
●
 
】ご囚ご皀夛国ご口｛｛のＲ＆ずごｓの日》ご「すご－ｍの己のごＯの［ロの①Ｑの旦坤○日弓の弓①○円の庁】Ｏ四一℃○一日。【ぐ】の量「》斤○の巨ロローの日の昌国の、の］『
第
四
年
級
112（31） 
外山が正式に社会学の講義を担当したのは、明治十九年からであるが、明治一一十六年（一八九三）帝国大学に講座制が敷かれるとともに、日本
（記）
（弱）
最初の社会学講座を担当するに至った。かれは明治一二十年（一八九七）七月まで、総長の職を奉じながら社会学の講義をつづけた。
外山はスペンサ１好きが高じるあまり、「スペンサー輪読の番人」とまで、手きびしい批判をうけたが、つぎにその社会学的研究に若干ふれて
おこう。かれは社会学において、大きな著述こそ残さなかったが、日本の古代社会に関して社会学的な論文をいくつか執筆している。
外山はスペンサーの社会学（『社会学原理」）を根拠となし、その他ダーウィンの『種の起源』、ヘンリー．Ｊ・Ｓ・メーン（国の□ご］・の・二巴ロ①》
（㈹）
畠邑～⑫⑬）の『古代法』（』蔦忌ミドロミ》］⑫臼）などを援用しながら、日本の古代社会を社会学的に究明しようとした。
（田）
たとえば、長編論文「日本知識道徳史」（草稿）は、『古事記」「日本書記』など、上代の古血〈を中心とする日本の古代社会の研究でありへ〃神〃
（外山によれば有形の実体的存在）の社会学的分析からはじめ、原始社会の生活形態や社会活動を研究している。小篇「神代の女性」萌治姐・四
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になってからは、英語、論理学、心理学、西洋史（スペンサーの社会学を含む）などを教えた。スペンサーの書物を多く教科書として用いるよう
（師）
になったのは、明治十八、九年ごろからである。これより先、外山は明治十四年七月文学部長に任じられ、同十九年二月には東京大学総長事務取
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論理学Ｐ。、局
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社会学伝来考
外山が西洋史教育の一環として教えた社会学の講義内容は、じっきいどのようなものであったのか。それについて示教してくれるような資料は
ないようだ。しかし、一つだけ外山の社会学講義を暗示する史料がある。
さ
か
た
に
よ
し
ろ
う
明治十四年（一八八一）七月から翌十五年六月にかけて、外山の「史学一を受講した学生の中に阪谷芳郎（’八六一二～’九四一、のち大蔵大臣、
Ｕ
ん
だ
い
公刊）は、ｎ口本の古代社会の女性観について、神代の女性は智勇や気性において、すこしも男性に劣らなかったこと。男女の情交は、後世の武士
社会にみられたような厳重窮屈なものでなく、自由であり、しかも配偶選択の自由があったことなどを明らかにした。
「社会改良と耶蘇教との関係」（東京丸善商社書店、明治四・ｍ）は、外山の口述を速記して本にしたもの（八十二頁）であるが、強いていえ
ばかれの唯一の社会学的著述である。神代においては、女性は崇敬されていた。が、武士社会の到来とともに女尊の風儀が乱れ、儒教の普及によ
って、女性の地位はますます低くなり、やがて男尊女卑の風が一般化した。
あ
り
その理由として「軍務社会に在ては女性の地位低く、産業社会に在ては女子の地位高き」によるからである。これはスペンサーがいうとこうっの
社会進化の基本的類型であり、風俗と宗教とは密接な関係があるから、社会改良はまずキリスト教によらねばならぬ、とした。
外山はスペンサー社会学の信徒であり、その願いは男女が平等なる人格をもち、平等なる社会関係を築くことであった。
その他外山には、「神代の婚姻及び家族制度」「神代に於ける政治思想及び制度」「養子論」などの論文（草稿）があるが、いまそれらについて
はふれない。雰一
秒
かけて、外山の「史学」を受講した学生の中に阪谷芳郎（一八六三～’九四一、のち大蔵大臣
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（閉）
教糾村寺一戸の郷校興譲館の督学・阪谷素の子として生まれ、明治九年（一八七六）に東京
職嘘英学校に入学し、同十一一一年（一八八○）に東京大学予備門を経て、明治十七年（’八
と雌川八四）七月、東京大学文学部の政治学理財学科を卒業した。
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峰洲かれの学生時代のノートは、現在国立国会図書館の憲政資料室に寄託されている。ノ
（“） 
外⑩１卜は全部で二十一一冊ある。その中には、「社会学ノート」（題叢）とあるものが一一冊
ある。
110（33） 
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「社会学１」とあるノートは、昭、×肥皿厚さⅢｍであり、灰色の地に青や紫色の模様が描かれている。「社会学２」とあるノートも同じ
寸法のものだが、こげ茶色の地に紫色の模様が描かれている。前者は十三枚（一一六頁）、後者は一一十一枚（四一一頁）ある。横の罫線の上にペンで
書いた英文が記されているが、黒インクは変色し、いまでは茶色に変わっている。文字は読みにくく、判読は容易ではない。
社会学を口述した教師は、いったい誰であったのか。阪谷は何も記していない。フェノロサでないことだけはたしかのようだ。フェノロサは講
義の中で、「わたし」ｅとか「わたしたち」（三の）をよく用いる傾向があるが、阪谷の社会学ノートには、｜人称の主語が出てこない。
『阪谷芳郎伝』［非売品］（故阪谷子爵記念事業会、昭和別・２）の七五頁に、大学時代に修得した学科が記されており、第二学年次（明治十四年
七月～同一五年六月）に、「史学外山正一」を取っている。このことから、阪谷はきっと外山のスペンサーの社会学原理を聴講し、ノートを
取ったものであろう。
外山の教授法は、学生にテキストの内容を暗記させたり、自説を開陳したり、本や雑誌から抜いた記事を読み聞かせたりするやり方であったと
テ
ー
マ
いう。阪谷の英文ノートを閲した結果得た感触では、外山は説明すべき、王題を、テキストや参考書に即して、巧みにじぶんの一一一一口葉で要約している
ようだ。換言すれば、英文による大意要約である。これは、相当語学力がないと、できない技である。
阪谷のノート「社会学１」を開くと、左側に漢文で読書訓（「読書之法」）を毛筆で記し、その右側にペンで書いた英文が書かれている。わた
しは最初、その英文を読んだとき、筆記者の阪谷が、何か社会学の参考書を筆写したものかと考えたが、どうもそうではなく、英文を口述した者
の話題や議論を要約しているような印象をもった。つまり各項目を概括化しているのである。
大学生のときの阪谷芳郎（上)。
専修大学の第二代総長のときの写真。
［専修大学蔵］
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社会学伝釆考
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「社会とは何か」（第一章）、「社会は一種の有機体である」の梗概である。口述者によれば、社会
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団のプョの①ご回の○口の（ご囚ご□四口『（す』□ぬの］の①》庁ケの。ご｝臼ＯｏｐＯ囚ぐ四ケ］のＨののロロ
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第一一頁以後にくる項目は、少の。Ｑ四一四・三げ（「社会の生長」）、の。Ｑ四］の宮口、三円のの（「社会の構造」）、の。Ｑ巴帛目＆・ロの（「社会の機能」）などであ
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とは一箇の実体であり、社会という集合体は、有機的な集合体でもある。
スペンサーの原文と酷似している章句は、つぎのようなものである。
いた。「社会学ノ１ト二」は、つぎに引くような英文ではじまっている。
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○ｍ岳①のロロの［‐。【ぬ四二］、のごく】【○口目のヨー弓①四０回。ご陣【の囚Ｏは○二ヶのすごののご囚の。Ｑの旦俸ロの｛、■す○口【ごｍｍｏＱのどのの．
一・日すの閂斤氏Ｑ四一【四具。『の（］）曰昌の『】四一四℃ロー】四口、①の（国）一ｐｐｍ口四ｍの》（』）Ｑ①ぐの一○℃日の昌○（・…・・一の』ぬの（←）ｎ口の（○日の（、）四口。：丘のの
ところどころ判読できないが、冒頭の章句では社会学的な要素について述べており、
“/wZa宅…n画Mぬうｐグ些墾塁田呵露： ○国胸曰四一の〆斤の【二四一ｍ囚ＲＣＲの．
奴
2-[用ゆで星鐵 膠劣〃鐘
ト「社会学１」のおわりに見られる落書き。阪谷のノ
〃確鰍籏芳，。
泉蕊扉兵祇・右苓郡Ⅱ汁肴
戸、捲卜公１帳脈
夫子ロム俶平陞妙延切災．〈・員祁睦聾餅
狸淳雌移へ
ノ
■
几
阪谷のノート「社会学Ⅱ」の第１ページ。
左は読書訓、右は英文による口述を筆記したもの。
後
半
の
段
落
で
は
本
来
の
そ
の
外
的
要
素
に
つ
い
て
言
及
し
て
い
る
。
このあとにつづく項目は、勺亘の－８－Ｃ富国Ｒの【の。｛
ロ風昌庁弓のロ］のロ（「原始人の体質上の特色」）、勺『ご〕三ぐの
己の囚（「原始の思想」）、弓丘①官言三ぐの目のご富ぐのご・８
…
…
○
ｍ
目
己
（
「
原
始
人
は
精
神
の
…
を
も
た
ず
」
）
、
月
面
の
丘の四の○【のョ○○口》四つ○℃］の〆ご》Ｏ四画］の己のご）の×の己のご陣○岳の【の
こ
う
（「卒倒、けいれん、強梗症、精神昏迷、その他の思想」）、
目ほの己の四ｍ。【Ｑの四岳四＆円のの貝【のＯは。□（「死と復活の思
想」）、円げの己の四○【の。巳の》ぬげ○の庁の》の口『岸の）ｑのロ］○口の①斤○
（霊魂、幽霊、魂、悪魔等についての思想」）、Ｈ冨己の四の
。｛目・昏円一〕（の（「未来の生活についての思想」）、目ロの
丘８ｍ○ｍ目・弓の。ごｏ１ｇ（「他界についての思想」）、目ヶの
己の囚の。【のｇ①『目三日一品の日の（「超自然的な作因につい
106（37)回
ての思想」）、のｇの日四三国一長の貝の（「超自然的な作因」）、の四、【①』ロ］ｍＯのの》庁の曰己］の⑩》四］ご【の①百（「神聖なる場所、寺院、祭壇など」）、レロＯ①の（・【‐
ゴ・閂の亘已ご胸のロの日一（「｜般の祖先崇拝」）、面・］‐ョ・［の亘己口己【＆＆‐量「・円の亘己（「偶像および物神を崇拝する風習」）勺｝四ヨーョ『・閂の亘己（「植物を崇拝す
る風習」）、ｚ呉貝の‐弓・厨嵐己（「自然を崇拝する風習」）などである。
テ
ー
マ
これらの、王題についての英文は、単に参考書を書き写したものでないことは、ノートのところどころに、日付が入っていることからも明らかで
あ
る
．
た
と
え
ば
、
「
社
会
学
１
」
の
ノ
ー
ト
に
み
ら
れ
る
項
目
’
二
の
薑
二
○
『
冨
菖
で
は
：
盲
目
三
》
（
”
第
一
一
学
期
後
期
“
の
意
か
）
と
記
さ
れ
て
い
る。つまり第二学期から、この主題で講義がはじまったという意であろう。
日付の具体的例としては、に旧時ｒ僧Ｆ血侶（〃このつぎの講義は九月一一十七日〃の意か）、ｚの胃由信の①ロ）ｚの※（。、（．ご冨）ｚの再ｏｎ三ｍ腹などを
挙げることができる。
注（１）臣ゴ『のロ、①三・○亘印・］貝望⑯団弓ｎ房目員』ミミ日曽ｏ
明治文化』（六芸書房、昭和四十三年六月）、一九頁を参照。
三Ｃ言浅目己．ごく
（５）高田早苗『半空
（６）京口元吉『一員一
（７）注（３）の二
（
８
）
讓
料
御
雇
外
｛
（９）山口静一「東一
（Ⅲ）「明治大正国勢
（２） 
（３） 
（４） 
「Ｅ・Ｆ・フェノロサ」（昭和女子大学近代文学研究室『近代文学研究叢書第十巻』所収、昭和一一一十三年十月）、一一○頁。
「フェノロサと明治文化」（六芸書房、昭和四十三年六月）、一一六頁。
両日のの（可・句のロ○一］・の日魯Ｒ言＆（岑冒§厭筍包冒§」。－目・貝］曰の四ｍ（○二・【向量鈩の国号己のの一ｍＰぐ・］」》三｝］国日田のどの日：Ｐ門・＆・Ｐ
山口静一「東京大学におけるフェノロサ（１）ｌ就任の経緯について」（『埼玉大学紀要外国語学文学篇』第五巻一九七一年）、九頁．
「明治大正国勢総覧』［復刻版］（東洋経済新報社、昭和六十一一一年十一月）、三四八頁。
『資料御雇外国人」（小学館、昭
和
五
十
年
五
月）、三七○頁。
の二一頁。
「半峯昔ぱなし』（早稲田大学出版部、昭和二年十月）、一一一六頁。
「高田早苗伝』（早稲田大学出版部、昭和三十七年十月）、四五頁。
ご曰⑯画弓回腸『ロ菖包』ミミミミ（〉ミミ高》の円のの日ご○。□勺円のｍの）勺巨亘曰のロの円の）ｏｏｐｐのごｎ具》□・の．シ》皀窪》己」⑰および「フェノロサと
(38）１０５ 
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グーへ〆￣へグーへ
３３３２３１ 
、－－～￣、－〆
グーへ－面へ－－へグーへ〆￣へ〆￣へ／￣へグーへグーへグー､グーへグーへ〆￣へグー、〆￣、－－へグーへ〆￣へ〆￣、グーへ
３０２９２８２７２６２５２４２３２２２１２０１９１８１７１６１５１４１３１２１１ 、－〆、－－、－－、－－－－〆、－－、－－、－〆、－－～－－、－－、－－、－〆、－〆～－－、-〆、－〆～-－、－－、－〆
山口静一「東京大学におけるフェノロサ（４）ｌ担当科目と講義内容」（『埼玉大学紀要外国語学文学篇』第六巻一九七二年）、四五頁．
「えるねすと、えふ、ふえねろさ氏」（江東義塾学会『学』第二号所収、明治一一十一年八月一一十五日発行）
梛州密猟紐、．椰山堅繩恒附柵述「フェノロサの社会学講義』。§一ｓ目けいミ忌恩：旨ごｓど巴『可・曰岳のＺ。（のｍ・ｍｚ・宮日尻目巴向曼のロミニｚ・庁の、三
国一、囚シ【一舌曰四》目豈の【○すの○○一一の、の宛のの①ロ『＆旨の葺昌の》ｚ』の宜口○日一舌』①旨．
「
文
学
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士
井
上
哲
次
郎
君
談
」
言
太
陽
』
第
十
四
巻
第
十
四
号
所
収
）
秋
山
ひ
さ
「
明
治
前
半
期
の
社
会
学
Ｉ
フ
ェ
ノ
ロ
サ
と
外
山
正
一
」
（
神
戸
女
学
院
大
学
『
論
集
』
第
二
十
四
巻
第
一
号
所
収
一
九
七
七
年
七
月
）
、
三
一
頁
．
「フェノロサ氏略歴」（『哲学雑誌』’一一○○号所収、明治四十五年一一月）、四三七頁。
注同注
へ右へ
、で０２、屯
井上哲次郎「忘れ得ぬ風貌」（『文芸春秋』第十五巻第八号所収、昭和十二年八月）、
「
子
爵
金
子
堅
太
郎
君
談
Ｉ
子
と
氏
と
の
交
際
」
（
『
太
陽
』
第
十
四
巻
第
十
四
号
所
収
）
「岡倉覚三君談五氏の性格と批評眼」（「太陽」第十四巻第十四号所収）
「
高
嶺
秀
夫
君
談
一
多
趣
味
の
人
」
ｓ
太
陽
」
第
十
四
巻
第
十
四
号
所
収
）
「
岡
倉
覚
三
君
談
五
「
高
嶺
秀
夫
君
談
一
往（Ⅲ）におなじ。
往往 三宅雄二郎「哲学的思想」（「開国五十年史下巻』所収、原書房、昭和四十五年十一月）、一四五頁。
フェノロサの講義内容については、一連の山口論文および「東京大学法理文学部一覧』（明治十二年～十七年）［国立国会図書館蔵］を参考にした。
『東京大学》’一一学部一覧鋤州鮒朴幽笹（丸家善七、明治十五年四月十五日出版）、一一九頁。
河合栄治郎『金井延の生涯と学績』（日本評論社、昭和十四年十一一月）、一一五頁。
注
（
８
）
に
お
な
じ
。
Ｆ四三局のごＯの一二・○三の。］目”曰‐壽の、宮司同富『ロ菖旦』ミミ（日菖、ミご
「東京帝国大学五十年史上冊』［非売品］（東京帝国大学、昭
干葉亀雄『坪内遁遙伝」（改造社、昭和九年十一月）、五四頁。
注（９）におなじ。
（Ⅲ）を参照。
（８） 
（、）
の六頁。
国』言⑮国日菖、ミミ鼠己・弓
（東京帝国大学、昭和七年十一月）、
六八七～六九○頁。
二一六頁。
1０４（39） 
（鉛）Ｐヨロの口邑閃戸のｍの一一卵』ミミ一日ご」頁ごロ言》少の『曰己○のご日。【車
四日シロ】の国８口己目岳①○○日目。ｐ冒昌の『の⑩〔の。、岳のプミＣＯ（
（Ⅳ）「、山存稿」（丸善株式会社、明治四十一一年三月）、一一九頁。
（堅「下出隼吉遺稿」［非売品］（発行所下出民義、昭和七年四口
〆￣へグー、
３５３４ 
、－〆～=〆
〆￣へ〆■へ〆さへ〆￣へ〆＝へ／￣へ〆－へ〆■へ〆￣、〆￣へグーへグーへ〆￣へグー、〆￣、
５３５２５１５０４９４８４７４６４５４４４３４２４１４０３９ 
，－〆、-〆、－〆、－－、－－～－－、－〆－－､-－、－－､_〆､－－－－－、-－－－－一○の四・
を参照。
附属図書館蔵］。
「井上哲次郎博士の談ｌ東京帝国大学社会学研究室創立一一十五周年記念会記事」（『社会学雑誌』第四十八号所皿昭和三年四月）、八九頁．
日の目己一①。圓囚〔言言量曾Ｃ・へ計嘱評言○一円§号菖】』ざ言守豊曼§＆（》ご言・岑喧日（宛娼時ミさ『円距冑～屋①］・ロ」田～己・国①〕を参照。［ロンドン大学
注（邪）の四八頁。
注（邪）の五○頁。
戸田貞三「故外山教》
「遠藤隆吉博士の談」
注（Ⅲ）の二一四頁。
注（Ⅲ）の六頁。
注（羽）を参照。
注
（
田
）
の
七
一
六
頁
。
注（胡）の五五頁。
注（肥）の五二～五四頁を参照。
「東京大学》一一一学部一覧縦蝿罷什一一一稗』の一六一一一頁に、この試験問題が揚げてある。曰三ａ『①閂口（の『四三【の．祠・一三８－℃三・ｍ・つどｌ【一・一口句のロ○一‐
同右。
「井上哲次郎博士の談」（「社会学雑誌』第四十八号所収、昭和三年四月）、八八頁。
「外山正一先生小伝』（丸善株式会社、明治四十一一年三月）、一一一○頁。
（雄二郎）
「外山正一氏三宅生」（「学』第一一号所収）、五～六頁。
「故外山教授の『神代の女性』に就いて」（「社会学雑誌』第九号所収、大正十四年一月）、三頁。
博士の談」（『社会学雑誌』第四十八号所収、昭和三年四月）、九一一頁ｐ
ご」頁ごロ言》少の『曰己○のご日。【勺四℃の円のずご用のご【のｍの昌昌弓の○岸旨のロの。【弓のロヨ庁のｑの斤呉のの。ご弓の閃の一胃】○口のす①ワミの①ご］四℃四コ
ロ日。ｐ冒昌の『の⑩〔の。、岳のプミＣＯＣロー『一①の》の．勺・勺巨三四日）の①○口の．ｚ①ミ因。『穴俸ＦｏｐｇｏＰ］宮、）℃・語
昭和七年四月）、一一一一一一一一一頁。また「外山正一先生小伝』（丸善株式会社、明治四十二年一一一月）の一一九頁
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（
“
）
国
立
国
会
図
書
館
の
憲
政
資
料
室
が
所
蔵
す
る
阪
谷
の
学
生
時
代
ノ
ー
ト
は
、
ｌ
法
理
学
（
｜
冊
）
、
ラ
ー
ト
ゲ
ン
氏
行
政
学
（
三
冊
）
・
政
治
学
（
二
冊
）
、
英
国
文
学
史・政治学一二冊）、政治学・理財学・法学採要録（一冊）、フェノロサ哲学史・政治学・理財学雑記（一冊）、フェノロサ哲学史Ⅱ．英国憲法史（一
冊）、フェノロサ理財学記録Ｉ付社会学雑記（一一冊）、理財学（一冊）、統計学・貨幣論（一冊）、社会学Ｉ。Ⅱ（一一冊）、英国史（二冊）、仏国史（一一
冊）、財政法論・財政学ノート・日本財政史（一一冊）・貨幣史・銀行論（一冊）、生物学（一冊）、国際法講義（一冊）、フランス語ノート（二冊）などで
あ
る
。
そ
の
他
物
理
学
・
植
物
学
・
三
角
法
・
代
数
等
の
ノ
ー
ト
が
あ
る
。
い
ず
れ
も
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ッ
シ
ュ
化
さ
れ
て
い
る
。
〆￣へ／￣ヘグーへ〆■ヘグーヘグー、〆￣、グーへ／￣へグーへ
６３６２６１６０５９５８５７５６５５５４ 
－－〆、－〆、－〆、－〆、－〆、－〆～一一、－〆、－〆､－－’九二頁。
『明治文化全集第一一巻』（日本評論新社、昭和三十年一月）の「解題」一一一四頁を参照。
「東京帝国大学社会学研究室創立二十五周年記念会記事」（『社会学雑誌』第四十八号所収）、八六頁。
斎藤正二『日本社会学成立史の研究』（福村出版株式会社、昭和五十一年九月）、’六六頁。
『、山存稿』［前編］（湘南堂書店、昭和五十八年十一一月）、一一一頁、二四九頁を参照。
「阪谷芳郎年譜」『阪谷芳郎伝』所収［非売品］（故阪谷子爵記念事業会、昭和二十六年二月）、六九九頁。
杉
原
四
郎
「
フ
ェ
ノ
ロ
サ
の
東
京
大
学
講
義
ｌ
阪
谷
芳
郎
の
筆
記
ノ
ー
ト
を
中
心
と
し
て
」
（
季
刊
『
社
会
思
想
」
２
‐
４
所
収
、
社
会
思
想
社
昭
和
四
十
八
年
二
月
）
、
注（岡）の一六○頁。
注（昭）の一七七頁。
注
（
、
）
の
七
一
六
頁
。
同右の一六四頁。
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